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次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

❷2010年（平成22年）1月13日

広報よしのがわ

●
経
済
危
機
対
策
事
業

　

国
の
平
成
21
年
度
第
１
次
補
正

予
算
に
つ
い
て
は
、
今
年
９
月
の

政
権
交
代
に
よ
り
、
執
行
見
直
し

の
方
針
が
示
さ
れ
、
本
市
へ
の
影

響
を
懸
念
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す

が
、
本
市
で
計
画
し
て
お
り
ま
す

事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
子
育
て

応
援
特
別
手
当
を
除
き
、
見
直
し

の
対
象
事
業
に
該
当
し
な
い
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
、

適
切
な
事
業
の
執
行
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

●
新
年
度
の
予
算
編
成

　

平
成
22
年
度
予
算
の
編
成
に
つ

い
て
で
す
が
、
公
共
事
業
の
見
直

し
や
概
算
要
求
に
対
す
る
「
事
業

仕
分
け
」
な
ど
の
ほ
か
、
地
方
交

付
税
を
は
じ
め
、
ガ
ソ
リ
ン
の
暫

定
税
率
廃
止
問
題
な
ど
、
歳
入
、

歳
出
両
面
で
不
確
定
な
要
素
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

依
存
財
源
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な

い
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
多
大
な

影
響
が
予
想
さ
れ
る
状
況
と
な
っ

て
お
り
、
引
き
続
き
、
国
・
県
の

予
算
編
成
お
よ
び
地
方
財
政
対
策

等
の
動
向
を
的
確
に
見
極
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
市
の
平

成
22
年
度
予
算
の
編
成
に
当
た
り

ま
し
て
は
、
可
能
な
限
り
の
歳
入

確
保
と
徹
底
し
た
経
費
節
減
合
理

化
に
努
め
る
一
方
で
、
義
務
教
育

施
設
の
耐
震
化
や
給
食
セ
ン
タ
ー

の
整
備
、
市
役
所
庁
舎
の
統
合
な

ど
本
市
の
将
来
を
見
据
え
た
諸
施

策
の
推
進
の
た
め
財
源
の
重
点
的

な
配
分
を
行
う
な
ど
、
市
政
が
直

面
す
る
課
題
に
的
確
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備

　

こ
れ
ま
で
建
設
用
地
の
選
定
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
程
、

Ｊ
Ａ
麻
植
郡
川
島
支
所
敷
地
の
一

部
、
約
３
０
０
０
㎡
を
候
補
地
に

決
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

建
設
予
定
地
は
、
本
市
の
ほ
ぼ

中
心
部
に
位
置
し
、
国
道
１
９
２

号
沿
い
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
内

小
・
中
学
校
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
非

常
に
良
く
、
給
食
セ
ン
タ
ー
用
地

と
し
て
は
最
良
の
場
所
で
あ
り
、

平
成
24
年
４
月
か
ら
の
運
用
を
め

ざ
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
助
成

　

平
成
21
年
春
、
メ
キ
シ
コ
な
ど

で
出
現
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
、
日
本
国
内
で
も
本
格
的
に

流
行
し
始
め
、
市
内
に
お
い
て
も

小
・
中
学
校
な
ど
で
学
級
閉
鎖
や

学
年
閉
鎖
が
相
次
ぐ
な
ど
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
誰
が
感
染
し
て
も
お
か

し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
感
染
患
者
の
７
割
が
15

歳
以
下
の
子
ど
も
で
、
５
歳
か
ら

９
歳
を
中
心
に
重
症
化
す
る
割
合

が
高
く
な
る
な
ど
の
傾
向
が
あ
り
、

十
分
な
注
意
が
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
国
か
ら
助
成
の
あ
る
ワ
ク
チ

ン
予
防
接
種
対
象
者
に
加
え
、
県

の
補
助
金
も
活
用
し
、
本
市
独
自

の
施
策
と
し
て
妊
婦
お
よ
び
１
歳

か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど

も
を
対
象
に
１
回
目
の
予
防
接
種

費
用
を
全
額
公
費
負
担
を
す
る
こ

と
と
し
、
さ
ら
に
１
歳
か
ら
小
学

校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も
に
つ
い

て
は
、
２
回
目
の
予
防
接
種
に
つ

い
て
も
全
額
公
費
負
担
す
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
か
ら
は
、
市
医
師
会

の
ご
協
力
を
得
て
、
県
内
初
の
試

み
と
し
て
、
限
ら
れ
た
ワ
ク
チ
ン

を
効
率
的
に
使
う
た
め
、
就
学
前

の
子
ど
も
に
対
し
集
団
接
種
を
行

う
こ
と
と
し
、
12
月
中
旬
ま
で
に

１
回
目
の
接
種
を
終
え
る
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

●
市
役
所
庁
舎
の
統
合
に
向
け
た

取
り
組
み

　

市
役
所
庁
舎
の
統
合
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
３
回
の
議
会

庁
舎
統
合
特
別
委
員
会
を
開
催
い

た
だ
き
、
増
築
棟
の
規
模
、
建
設

用
地
の
選
定
、
支
所
機
能
な
ど
に

つ
い
て
ご
協
議
を
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
増
築
棟
の
建
設
場
所
の

検
討
と
用
地
取
得
に
向
け
協
議
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、「
増

築
棟
の
配
置
や
規
模
」、「
空
き
庁

舎
と
な
る
川
島
庁
舎
、
山
川
庁
舎

の
活
用
方
法
」
な
ど
に
つ
い
て
、

さ
ら
に
具
体
的
に
内
容
を
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

給食センター候補地

新型インフルエンザワクチンの集団接
種を受ける子ども

市 政 の 窓市 政 の 窓

　11月30日の平成21年12月吉
野川市議会定例会開会日、川真
田市長は、平成21年度のこれま
での諸課題への取り組み状況と
今後の市政運営方針について、
その所信を表明し、市民の皆さ
んや市議会に理解と協力を求め
ました。要旨は次のとおりです。

当
面
の
諸
課
題



環
境
を
大
切
に
す
る

美
し
い
ま
ち
づ
く
り

安
全
、安
心
な
ま
ち
づ
く
り

❸ 2010年（平成22年）1月13日

広報よしのがわ

●
本
市
幼
稚
園
の
あ
り
方

　

幼
稚
園
の
小
規
模
化
が
も
た
ら

す
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
を
目
的

に
設
置
さ
れ
た
「
幼
稚
園
あ
り
方

検
討
委
員
会
」
か
ら
、
先
般
、
提

言
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

提
言
で
は
、「
集
団
生
活
に
よ

る
体
験
活
動
が
得
に
く
い
。」、「
少

人
数
に
よ
り
行
事
や
教
育
内
容
が

限
定
さ
れ
る
。」、「
人
間
関
係
が

固
定
化
、
序
列
化
さ
れ
や
す
い
。」

な
ど
と
い
っ
た
課
題
や
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
適
正
な
集
団
規
模
と
配

置
に
つ
い
て
も
、
幼
児
教
育
の
機

会
均
等
を
図
り
、
公
平
か
つ
一
定

水
準
以
上
の
幼
児
教
育
を
実
現
し

て
い
く
た
め
、
預
か
り
保
育
や
給

食
の
実
施
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運

行
等
を
要
望
し
た
上
で
、
特
に
少

人
数
学
級
の
多
い
川
島
地
区
、
山

川
地
区
の
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
再

編
す
る
こ
と
が
急
が
れ
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

す
で
に
保
育
所
運
営
検
討
委
員

会
か
ら
は
、
保
育
所
施
設
の
老
朽

化
と
耐
震
化
に
対
応
す
る
施
設
整

備
の
重
要
性
や
、
少
子
化
な
ど
を

踏
ま
え
た
統
廃
合
の
必
要
性
が
答

申
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
市
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
子
ど
も
の
保
育
や

教
育
環
境
の
向
上
を
図
る
た
め
、

保
育
所
や
幼
稚
園
の
再
編
に
つ
き

ま
し
て
は
、
川
島
庁
舎
お
よ
び
山

川
庁
舎
の
活
用
を
念
頭
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
危
機
管
理
体
制
の
整
備

　

平
成
21
年
８
月
の
台
風
９
号
に

お
い
て
、
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
既
存
の
「
職
員
初
動
マ
ニ

ュ
ア
ル
」
で
は
対
処
で
き
な
い
事

例
が
明
ら
か
と
な
り
、
こ
れ
ま
で

課
題
を
改
善
す
る
た
め
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
き 

ま
し
た
。

　

災
害
発
生
時
に
お
い
て
は
、
職

員
一
人
一
人
の
迅
速
か
つ
適
切
な

行
動
が
市
民
の
生
命
・
身
体
・
財

産
の
被
害
の
最
小
化
に
大
き
く
寄

与
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
災
害
経

験
か
ら
学
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
職
員
招
集
の
方
法
、
第
１
次

警
戒
体
制
の
職
員
配
備
、
情
報
提

供
、
避
難
所
の
開
設
等
、
迅
速
な

体
制
確
保
と
初
期
段
階
に
お
け
る

災
害
対
応
を
重
点
に
見
直
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

●
徳
島
中
央
広
域
連
合
消
防
庁
舎

の
整
備

　

南
海
地
震
の
発
生
が
憂ゆ
う

慮り
ょ

さ
れ

る
中
、
防
災
の
拠
点
施
設
で
あ
り

ま
す
徳
島
中
央
広
域
連
合
消
防
本

部
・
東
消
防
署
の
早
期
整
備
は
喫 

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
関
係
機

関
に
お
い
て
ご
協
議
を

い
た
だ
き
、
建
設
予
定

地
の
決
定
に
至
り
、
す

で
に
基
本
設
計
に
着
手

し
て
お
り
、
平
成
23
年

度
末
の
完
成
を
め
ざ
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
ご
み
の
減
量
化

　

平
成
21
年
１
月
に
策

定
し
た
「
ご
み
減
量
化
緊
急
行
動

計
画
」
に
基
づ
き
、
可
燃
ご
み
の

減
量
、
特
に
、
段
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ

ス
ト
に
よ
る
「
生
ご
み
」
の
減
量

と
、
徹
底
し
た
雑
紙
の
分
別
に
よ

る
「
紙
ご
み
」
の
減
量
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
22
年
１
月
か
ら
は
、
電
気

式
生
ご
み
処
理
機
の
購
入
補
助
に

加
え
、「
設
置
型
コ
ン
ポ
ス
ト
」

の
購
入
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
も

開
始
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
な
る

ご
み
の
減
量
化
に
努
め
ま
す
。（
関

連
記
事
６
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
一
人
一
人
が
高
い
環
境
意

識
を
持
っ
て
、
環
境
に
や
さ
し
い

取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
設
置

　

夜
間
に
お
け
る
犯
罪
の
防
止
と

通
行
の
安
全
を
図
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

本
市
に
お
き
ま
し
て
は
計
画
的
に

防
犯
灯
の
設
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
地
球
温
暖
化
に
配

慮
し
、
中
学
校
周
辺
に
整
備
さ
れ

て
お
り
ま
す
白
熱
灯
お
よ
び
蛍
光

灯
の
防
犯
灯
を
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
効

率
と
耐
久
性
に
優
れ
た
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
に
交
換
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

　

平
成
21
年
度
は
、
鴨
島
第
一
中

学
校
・
鴨
島
東
中
学
校
周
辺
の
防

犯
灯
を
交
換
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
平
成
22
年
度
に
は
川
島
中
学

校
・
山
川
中
学
校
周
辺
の
防
犯
灯

の
交
換
を
行
う
予
定
と
し
て
お
り

ま
す
。

段ボールコンポストを始めてみませんか？

ＬＥＤ防犯灯（イメージ）

徳島中央広域連合消防庁舎建設予定地

消防庁舎
建 設 地

吉野川市役所

消防庁舎
建 設 地

吉野川市役所
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で
効
率
的
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確
立
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予　

算

◇
平
成
21
年
度
吉
野
川
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
・
４
号
）

　

総
額
を
２
０
２
億
７
６
２
５
万

２
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

◇
平
成
21
年
度
吉
野
川
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
な
ど
特
別
会
計
の
補
正
予

算
３
件

　

指
定
管
理
者
の
指
定

　

市
有
施
設
の
指
定
管
理
者
に
指

定
す
る
団
体
お
よ
び
指
定
期
間
等

議会だより議会だより

　平成21年12月市議会定例会が
11月30日から12月18日までの
19日間の日程で開催され、市長
が提案した25議案すべてが原案
どおり可決・承認等されました。
主な議案は次のとおりです。

を
決
定
し
ま
し
た
。（
開
始
は
い
ず

れ
も
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら
）

　

各
施
設
の
指
定
管
理
者
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
飯
尾
敷
地
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
／
モ
デ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
飯

尾
敷
地
地
区
審
議
会
／
平
成
25
年

３
月
31
日
ま
で

▼
ア
メ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
／
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
元
気
や
ま
か
わ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
／
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

▼
近
久
児
童
館
／
吉
野
川
市
社
会

福
祉
協
議
会
／
平
成
25
年
３
月
31

日
ま
で

▼
鴨
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
別
館

／
吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
／

平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で

▼
城
山
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
吉

野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
／
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で

▼
美
郷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
吉

野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
／
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で

▼
ふ
れ
あ
い
交
流
の
家
／
吉
野
川

市
社
会
福
祉
協
議
会
／
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で

▼
ヘ
ル
ス
ラ
ン
ド
美
郷
／
㈱
東
山

建
設
／
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

▼
美
郷
物
産
館
／
美
郷
商
工
会
／

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

▼
江
川
・
鴨
島
公
園
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
江
川
エ
コ
フ
レ
ン
ド
／
平
成
25

年
３
月
31
日
ま
で

　

人　

事

◇
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

任
期
満
了
に
伴
い
再
度
任
命
す

る
た
め
、
議
会
に
対
し
て
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

上
野
準
二
（
う
え
の
・
じ
ゅ
ん
じ
）

氏
＝
56
歳
、
美
郷
字
大
野

　

請　

願

　

鶏
ふ
ん
焼
却
施
設
の
公
害
か
ら

自
然
環
境
と
生
活
環
境
を
守
る
た

め
の
請
願
（
継
続
審
査
）

●
新
過
疎
法
制
定
に
向
け
た
取
り
組
み

　

本
市
は
、
町
村
合
併
前
の
美
郷

村
が
過
疎
法
に
よ
る
過
疎
地
域
指

定
を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
「
一

部
過
疎
市
町
村
」
に
該
当
し
て
お

り
ま
す
が
、
現
行
の
過
疎
法
が
平

成
21
年
度
末
を
も
っ
て
失
効
す
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
過
疎
地
域
の

厳
し
い
現
状
に
鑑
み
、「
法
律
に

基
づ
い
た
国
の
財
政
支
援
制
度
の

充
実
」
を
求
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
10
月

28
日
、
県
知
事
お
よ
び
過
疎
地
域

を
有
す
る
市
町
村
長
の
連
名
で
、

関
係
大
臣
な
ど
に
対
し
、「
国
に

お
い
て
新
た
な
過
疎
対
策
」
を
推

進
す
る
よ
う
要
望
を
行
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

総
務
大
臣
は
、「
数
年
延
長
し
、

そ
の
間
に
過
疎
地
域
へ
の
支
援
を

強
化
す
る
抜
本
改
革
に
向
け
た
議

論
を
進
め
る
。」
と
の
考
え
を
示

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
引

き
続
き
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、

新
過
疎
法
の
制
定
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

●
ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度

　

本
市
に
お
け
る
特
産
品
ブ
ラ
ン

ド
に
つ
い
て
は
、
選
定
委
員
会
に

お
い
て
、
本
市
の
豊
か
な
自
然
の

中
で
育
っ
た
梅
の
加
工
品
を
は
じ

め
、
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る

和
菓
子
、
本
市
特
産
の
ブ
ド
ウ
な

ど
43
品
目
が
「
吉
野
川
市
特
産
品

ブ
ラ
ン
ド
」
の
第
１
号
と
し
て
認

証
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

認
証
さ
れ
た
特
産
品
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
な
ど
の
媒
体
を
通
じ
て
積
極

的
な
情
報
発
信
を
行
う
と
と
も
に
、

県
人
会
や
市
外
に
お
け
る
販
路
開

拓
イ
ベ
ン
ト
、
各
種
物
産
展
等
に

も
積
極
的
に
出
品
が
で
き
る
よ
う

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

ブ
ラ
ン
ド
認
証
制
度
に
よ
り
、

本
市
を
代
表
す
る
商
品
を
産
み
育

て
、
重
点
的
に
支
援
を
行
う
こ
と

は
、
吉
野
川
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
や
地
域
産
品
の
流
通
拡
大
、
消

費
者
に
と
っ
て
は
安
全
・
安
心
の

証
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

市
民
志
向
と
成
果
・
コ
ス
ト
重

視
の
観
点
か
ら
、
行
財
政
改
革
を

着
実
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
「
第
１
次
行
財
政
改
革

実
施
計
画
」
の
取
り
組
み
状
況
を

踏
ま
え
つ
つ
、
平
成
22
年
度
か
ら

26
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第

２
次
の
実
施
計
画
」
を
策
定
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

第
２
次
計
画
で
は
、
事
務
事
業

の
見
直
し
、
定
員
の
適
正
化
、
職

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
に
加
え
、

庁
舎
の
統
合
、
保
育
所
や
幼
稚
園

の
再
編
、
公
的
施
設
の
民
営
化
等

に
つ
い
て
も
実
施
計
画
に
盛
り
込

む
べ
く
、
現
在
、
検
討
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
平
成
21
年

度
中
に
「
行
財
政
改
革
大
綱
」
お

よ
び「
実
施
計
画
」を
策
定
し
ま
す
。

地
域
の
活
性
化
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　市民サービスの向上を図るとともに、行政効率を一層高めていくために庁舎統合が必要です。
　庁舎の統合にあたっては、現庁舎の東側に増築棟を配置する計画となっています。

◇庁舎統合予定地面積
　・庁舎敷地　　約9,200㎡
　・庁舎進入路　約1,500㎡
◇増築棟の規模
　・増築棟（３階建）
　　　延床面積　約3,000㎡
　・倉庫棟（２階建）
　　　延床面積　約600㎡
◇庁舎統合に係る事業費
　　約15億5千万円
　　有利な合併特例債等を活用することに
　より、一般財源は約3億円程度となります。

統合庁舎の概要

○　住民サービスの拠点となる支所業務を、両庁舎で引き続き行い、さらに充実強化を図ります。
○　少子化や施設の老朽化が進行するなか、安心して子どもを育てることのできる環境整備を進
　める必要があります。
　　教育・保育のさまざまな課題を踏まえ、幼稚園・保育所の再編を検討し、子どもの視点に立
　ち、吉野川市モデルというべき、新しい子育て環境を整備します。

統合庁舎配置計画（案）

「川島庁舎」「山川庁舎」の活用

庁舎統合の実現に向け庁舎統合の実現に向け庁舎統合の実現に向け庁舎統合の実現に向け

●問い合わせ　市総務課　☎○22 2231

概　要
県
道
鴨
島
神
山
線

都
市
計
画
道
路
本
郷
春
日
免
線（
工
事
中
）

 庁舎
増築棟

統合予定地

市役所庁舎

ＪＡ麻植郡

吉野川保健所

倉
庫
棟

徳島中央広域
連合本部・東
消防署庁舎

建設予定地

川島庁舎利活用イメージ図

山川庁舎利活用イメージ図

❺ 2010年（平成22年）1月13日

広報よしのがわ
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「生ごみ減量」の支援が広がりました！「生ごみ減量」の支援が広がりました！
（取り組みの方法が増えました）

コンポスターでのピートくんの活用法

１月から設置型コンポスター・運搬型コンポスターの購入に補助金が出るようになりました。
※補助額は購入費用の1／2　（100円未満切り捨て）
　　　　　●設置型上限　3,000円
　　　　　●運搬型上限　1,000円

　簡単に、庭や畑の一角でも生ごみの
堆
たい

肥
ひ

化ができます。そして、ピートく
んを活用するとにおいがしません。

①  運搬型コンポスターの底に、洗剤用のスプーンで１杯分のピートくんをふる。
こうすると「ぬめり」がありません。

② 水切りした三角コーナーの生ごみを入れる。
③ その上に洗剤用のスプーンで１杯分のピートくんをふる。
※ 生ごみを入れるたびに、洗剤用のスプーンで１杯分のピートくんをふる。
④ ②と③を毎日くりかえす。
⑤ 運搬型コンポスターが満杯になると設置型コンポスターに入れる。
⑥２基を組み合わせると一年中生ごみで肥料が作れます。においもしません。

※ ピートくんとは、ピートモスともみ殻くん炭を混ぜたもので、市役所や各支所地域課、公民館等で市民
の方に限り、無料配付しています。

ピートくん
粉石けん用
スプーン

密閉容器

〈用意するもの〉 処理方法 ①   底にピートくん
をスプーン１杯
入れる。

②   水切りした生ご
み を入れる。

③   ピートくんを
スプーン１杯
分ふりかけ、
ふたを閉める。

④  ②と③を毎日く
りかえす。

⑤ 満杯になると設置型
　コンポスターに入れる。

生ごみ
堆　肥

「生ごみ減量」の支援が広がりました！

運搬型 設置型

運搬型

設置型

ごみ指定袋には、自治会名・氏名を必ず書いて出しましょう！

⎩
⎨
⎧ それぞれ2基まで
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段ボールコンポストの冬場対策

問い合わせ
申し込み

吉野川市 市民部 環境局 環境企画課
      ごみ減量化大作戦（出前講座募集）担当
　　　電　話　　2230　　ＦＡＸ　　2247
　　　ｅ-mail:kankyou@city.yoshinogawa.lg.jp

○22 ○22

　ごみ減量化のアイデアや市民の皆さんの節約につながる「得をする」
お話を、実演を交えてさせていただきます。

●所 要 時 間　　15分から1時間で依頼者から頂ける時間
●最低実施人数　　３人以上お集まりいただくと参ります。
●対　　　　象　　吉野川市民の方に限ります。
●日　　　　時　　依頼者が指定（土・日夜間早朝でも可）
●経　　　　費　　無料（講師派遣費・実習材料費は市で負担します）
●講　　　　師　　１人派遣
※ 特典は、参加者全員に生ごみを肥料にできる「ピートくん（ピートモスともみ
殻くん炭を混ぜたもの）」を無料でプレゼントいたします。

①温度が上がるように、日なたに移動する。

②米ぬかや食用廃油を入れる。（コップに１杯ぐらい）

③昼間は、ふたを開け水分の発散をすすめる。

④夜間は、ふたをして温度低下を防ぐ。

ごみ減量化大作戦（出前講座募集）

川
島
万
葉
植
物
園

〈表紙写真〉

ヤ
ブ
ツ
バ
キ　

ツ
バ
キ
科

　

川
島
万
葉
植
物
園
に
あ
る
ツ

バ
キ
は
、
日
本
を
代
表
す
る
観

葉
植
物
と
し
て
親
し
ま
れ
る
常

緑
高
木
で
す
。

　

ツ
バ
キ
は
冬
か
ら
春
に
か
け

て
咲
く
花
で
、
花
色
は
赤
が
基

本
で
、
桃
、
白
な
ど
極
め
て
多

彩
で
す
。
ま
た
、
種
子
に
は
大

量
の
油
を
含
ん
で
お
り
、
ツ
バ

キ
油
が
採
取
さ
れ
ま
す
。
薬
・

化
粧
品
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
『
河
の
辺
の　

つ
ら
つ
ら
椿

　

つ
ら
つ
ら
に　

見
れ
ど
も
飽

　

か
ず
巨こ

勢せ

の
春
野
は
』

　
　
　
　
　
　
（
春
日
蔵
首
老
）

　
「
川
沿
い
の
た
く
さ
ん
の
椿

を
よ
く
よ
く
眺
め
て
い
る
け
れ

ど
、
巨
勢
の
春
は
飽
き
な
い
こ

と
で
す
。」
と
い
う
意
味
で
す
。

　
　
（
資
料
提
供　

眞
鍋
佳
資
）

「生ごみ」はリサイクルできる「資源」です
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市間伐促進事業の申し込み受付期間が終了します！
平成21年度間伐促進事業は次のとおりです。

事業の種類 補　助　率
間伐実施事業
（除間伐・切捨間伐）

１ヘクタール当たりの国庫補助事業
の標準単価の10％以内

間伐材利用促進事業
（搬出間伐）

１ヘクタール当たりの国庫補助事業
の標準単価の25％以内

　交付の条件 
　○事業が森林整備に係る国庫補助事業として採択されている方。
　○市内において山林を所有し、かつ当該市税等を完納している方。
　○当該年度内に間伐を行った山林。

　必要なもの
　交付申請時：印鑑・施業地の位置図・施業実施前の写真
　実績報告時：印鑑・施業図一式・施業実施状況および実施完了後の写真・売上伝票（搬出間伐）
☆最終受け付け☆
　本事業は平成２１年度に制度変更を行いました。交付金の額や交付申請の期間が大幅に変更され
ましたので、再度林業者・森林所有者に周知期間を設けるため、本年度に限り受付期間を延長して
います。

平成22年２月15日（月）で交付申請受付期間を終了します。
　最終期限以後の申請については受け付けできません。補助金の交付を希望される方は、必ず期限
内に申請してください。

●問い合わせ　市農林業振興課　林業係　☎　  2228○22

緑
の
募
金
の
実
績
報
告

　

平
成
21
年
度
緑
の
募
金

（
秋
の
家
庭
募
金
）
で
は
、

自
治
会
の
皆
さ
ん
に
大
変
ご

協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
春
に
実

施
い
た
し
ま
し
た
学
校
募
金
と
合
わ
せ
て
、
約
３

０
０
万
円
を
（
社
）
と
く
し
ま
森
と
み
ど
り
の
会

へ
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

緑
の
募
金
は
、
水
源
地
域
や
里
山
で
の
森
づ
く

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
森
林
整
備
、
身
の
周
り

の
緑
化
、
間
伐
材
の
利
用
促
進
、
緑
化
推
進
に
係

る
国
際
協
力
な
ど
、
幅
広
く
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
支
部
に
お
い
て
も
地
域
の
緑
化
事
業

お
よ
び
森
林
整
備
事
業
な
ど
を
自
主
的
に
行
う
団

体
、
ま
た
は
公
園
や
学
校
の
緑
化
を
推
進
す
る
自

治
会
や
子
ど
も
会
に
対
し
て
事
業
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
理
解
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

市
農
林
業
振
興
課
内
（
社
）
と
く
し
ま
森
と
み
ど

り
の
会
吉
野
川
市
支
部
☎
㉒
２
２
２
８　

問
い
合
わ
せ

（イラスト　林野庁）

緑の募金

林業者・森林所有者の皆さんへ お知らせ
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皆さんのお宅のテレビは、もう地デジ対応になっていますか？
　今までのテレビ放送（地上アナログ放送）は、2011年（平
成23年）７月24日までに終了し、見えなくなりますので、
それまでに、皆さんのテレビを「地上デジタルテレビ放送」
対応に替えていただく必要があります。

◆地デジって？
　地デジとは、「地上デジタルテレビ放送」の略で、アナログ放送を停波させ、デジタ
ルテレビ放送に移行する総務省が進めている国策です。総務省のホームページでは、「地
上デジタル放送は、従来のアナログ方式と比べて、より高品質な（ゴーストや雑音のな
い）映像と音声を受信することができる新たな放送です。現代の生活のなかで最も身近
な「テレビ」もデジタル化によって、今までにない豊かで便利な新しい世界を実現しま
す。」と説明されています。

◆地上デジタルテレビ放送を視聴するには、次の方法があります。
　Ａ 　地上デジタル放送対応テレビに買い替える。
　Ｂ　 地上デジタルチューナーを購入し、アナログテレビに接続する。
　※ Ａ、Ｂについては地上デジタル対応UHFアンテナが必要です。既存のUHFアンテナで視

聴できる場合もありますが、調整等が必要になることもありますので、詳しくはお近く
の電気店などにお問い合わせください。なお、費用はすべて自己負担となります。

　Ｃ 　ケーブルテレビに加入する。
　※ すでに徳島中央テレビに加入されている方でアナログ契約にされている場合は、デジタ
ル契約に変更する必要があります。

◆共同受信施設のデジタル化対応の相談は
　アパート・マンションなど共同住宅の共同受信施設や、ビル陰など受信障害対策用の
共同受信施設で、施設のデジタル化対応の相談は、デジサポ徳島へお問い合わせくださ
い。

○地デジ受信のための窓口
　地デジコールセンター
　（総務省　地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター）
　　　☎0570－07－0101  （ナビダイアル）
　　　　（平日9：00～21：00、土・日・祝日9：00～18：00）
　　　ＩＰ電話などナビダイヤルがつながらない方は：03－4334－1111

○徳島県内での地デジ受信のための窓口
　デジサポ徳島（総務省　徳島県テレビ受信者支援センター）
　　http://www.digisuppo.jp/index.php/branch/tokushima/40/
　　☎088－678－6311（平日9：00～18：00）

案内および問い合わせ



吉
野
川
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
用
品
を
整
備

　

宝
く
じ
の
助
成
金
を
受
け
て
、
吉
野
川

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
カ
ロ
ー
リ
ン
グ

用
品
を
購
入
し
ま
し
た
。
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
の
ほ
か
、
一

般
市
民
の
方
も
今
後
開
催
さ

れ
る
競
技
教
室
や
競
技
会
な

ど
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

11
月
５
日
に
鴨
島
町
鴨
島
の
重

松
ツ
タ
子
さ
ん
、
11
月
15
日
に
鴨

島
町
上
浦
の
桒
田
清
子
さ
ん
が
百

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
市
や

県
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

重
松
さ
ん
は
80
歳
ご
ろ
ま
で
家

業
の
着
物
の
洗
い
張
り
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
市
内
の
養

護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
さ
れ
て
い

ま
す
。
体
調
は
良
好
で
、
ホ
ー
ム

で
は
入
所
者
と
一
緒
に
カ
ラ
オ
ケ

や
塗
り
絵
を
し
て
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
誕
生
日
に
は
家
族
や
入
所
者

ら
に
祝
福
さ
れ
、
笑
顔
で
応
え
て

い
ま
し
た
。

園児から果物のプレゼントが送られました 購入したカローリング用品
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11
月
４
日
、
市
役
所
イ
ベ
ン
ト

広
場
で
、
四
国
菊
花
品
評
会
の
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
設
置
さ
れ
た
花
壇
に
は
、

市
内
外
の
菊
愛
好
家
の
皆
さ
ん
が

丹
精
込
め
て
育
て
た
立
ち
菊
や
懸け
ん

崖が
い

な
ど
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の

作
品
が
展
示
さ
れ
、
見
物
に
訪
れ

た
人
た
ち
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。　

　

表
彰
式
は
11
月
18
日
に
市
役
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
入
賞
者
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

立
菊
12
鉢
花
壇

優
勝
（
農
林
水
産
大
臣
賞
）

　
　

香
川　

直
也

準
優
勝（
吉
野
川
市
議
会
議
長
賞
）

　
　

新
居　

光
雄

優
等

　
　

三
好　

美
智
恵

　
　

武
田　

新
市

　
　

岸
田　

貢

　
　

田
村　

光
男

第
77
回
四
国
菊
花
品
評
会

百
歳
の
誕
生
日

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

競
技
花

優
勝
（
徳
島
県
知
事
賞
）

　
　

新
居　

光
雄

準
優
勝
（
吉
野
川
商
工
会
議
所
会

頭
賞
）

　
　

谷
澤　

秀
夫

優
等

　
　

武
田　

新
市

　
　

岡
本　

冨
士
子

　
　

大
塚　

春
幸

　
　

岸
田　

貢

　
　

福
本　

博

福
助
花
壇

優
勝
（
徳
島
県
議
会
議
長
賞
）

　
　

岡
本　

冨
士
子

準
優
勝

　
　

新
居　

光
雄　

優
等

　
　

三
好　

美
智
恵

桒田清子さん

重松ツタ子さん

受賞者の皆さん

　
　

谷
澤　

秀
夫

　
　

岸
田　

貢

　
　

香
川　

直
也

立
菊
６
鉢
花
壇

優
勝
（
吉
野
川
市
長
賞
）

　
　

金
山　

守

　

桒
田
さ
ん
は
長
男
家
族
と
自
宅

で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
90
歳
ご
ろ

ま
で
は
得
意
の
編
み
物
や
縫
い
物

で
、
家
族
の
た
め
に
服
や
座
布
団

カ
バ
ー
な
ど
を
よ
く
作
ら
れ
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
最
近
は
新
聞
や

雑
誌
を
読
む
こ
と
が
楽
し
み
だ
そ

う
で
す
。
誕
生
日
に
は
お
祝
い
に

集
ま
っ
た
親
族
に
笑
顔
で
応
え
て

い
ま
し
た
。

　

11
月
13
日
、
め
ぐ
み
幼
稚
園
の

園
児
た
ち
が
市
役
所
を
訪
れ
、
日

ご
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
々

に
、
カ
キ
や
ミ
カ
ン
な
ど
の
果
物

を
送
り
ま
し
た
。　

　

園
で
は
毎
年
収
穫
祭
を
祝
い
、

日
ご
ろ
の
感
謝
を
込
め
て
果
物
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
て
い
ま
す
。

め
ぐ
み
幼
稚
園
収
穫
祭

　

吉
野
川
市
内
の
百
歳
以
上
の
長

寿
者
は
28
人
（
女
性
27
人
男
性
１

人
）
に
な
り
ま
し
た
。



　

11
月
４
日
、
飯
尾
敷
地
小
学
校

で
４
年
生
35
人
を
対
象
に
、
人
権

擁
護
委
員
に
よ
る
人
権
教
室
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

人
権
に
つ
い
て
み
ん
な
で
読
ん

で
考
え
る
本
「
種
を
ま
こ
う
」
の

中
の
「
父
の
目
に
な
る
た
め
に
」

と
い
う
題
材
を
使
い
学
習
を
行
い

ま
し
た
。

　

今
回
の
授
業
で
は
、
家
庭
生
活

に
お
い
て
家
族
が
互
い
に
支
え
合

い
、
役
割
を
き
ち
ん
と
果
た
す
こ

と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を
話
し

合
い
ま
し
た
。

　

生
徒
か
ら
は
思
い
や
り
や
優
し

い
心
の
大
切
さ
を
認
識
し
、
人
の

気
持
ち
に
な
っ
て
考
え
る
事
の
で

き
る
人
に
な
り
た
い
と
い
う
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
問
題

で
お
悩
み
の
方
の
相
談
窓
口
だ
け

で
な
く
、
地
道
な
人
権
啓
発
活
動

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

12
月
６
日
、
美
郷
地
区
を
コ
ー

ス
と
し
た
第
33
回
美
郷
一
周
駅
伝

大
会
（
美
郷
一
周
駅
伝
実
行
委
員

会
主
催
・
６
区
間
20
㎞
）
が
開
催

さ
れ
、
初
冬
の
美
郷
路
を
56
チ
ー

ム
が
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
駆
け
抜

け
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
と
な
っ
た
ふ
る
さ

と
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ラ
ン
ナ
ー
の

姿
が
見
え

る
と
、
チ

ー
ム
メ
ー

ト
や
地
元

住
民
か
ら

大
き
な
歓

声
が
起
こ

り
、
ゴ
ー

ル
に
走
り
込
む
度
に
温
か
い
拍
手

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

優
勝　

石
井
ド
ー
ム
Ａ
Ｃ

準
優
勝　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｅ-

１ 

餌
木

猿第
３
位　

と
く
し
ま
生
協
×
Ｊ
Ａ

名
西

区
間
賞　

第
１
区
／
西
川
誉
（
の

ろ
ま
な
う
さ
ぎ
）、
第
２
区
／
岡

本
隆
宏
（
石
井
ド
ー
ム
Ａ
Ｃ
）、

第
３
区
／
山
口
勝
司
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｅ-

１ 

餌
木
猿
）、
第
４
区
／
笠

原
巧
己
（
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｅ-

１ 

番

長
）、
第
５
区
／
手
塚
利
明
（
Ｔ

Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｅ-

１ 

餌
木
猿
）、
第
６

区
／
田
中
康
博
（
石
井
ド
ー
ム
Ａ

Ｃ
）

２
０
０
９
山
川
こ
う
つ

ウ
ォ
ー
ク

飲
酒
運
転
撲
滅

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

11
月
８
日
、
バ
ン
ブ
ー
パ
ー
ク

で
、
２
０
０
９
山
川
こ
う
つ
ウ
ォ

ー
ク
が
晴
天
の
中
、
開
催
さ
れ
約

５
０
０
人
が
参
加
し
、
約
10
㎞
の

コ
ー
ス
を
元
気
に
歩
き
ま
し
た
。

　

開
会
式
前
に
は
神
代
お
宝
踊
り

も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
阿
波
忌
部

氏
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
青
木
城

跡
や
、
な
ま
ず
神
社
な
ど
、
山
川

の
名
所
コ
ー
ス
を
散
策
し
、
ウ
ォ

ー
ク
終
了
後
に
は
お
楽
し
み
抽
選

会
や
、
あ
め
湯
の
接
待
を
受
け
、

参
加
者
は
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

　

飲
酒
運
転
撲
滅

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実

施
期
間
中
の
12
月

17
日
、
鴨
島
町
文

楽
通
り
の
飲
食
店

30
カ
所
を
吉
野
川

市
長
を
は
じ
め
、

吉
野
川
警
察
署
長
、

交
通
安
全
関
係
団

体
の
長
、
市
職
員
な
ど
20
人
が
訪

問
し
ま
し
た
。

　
「
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
許
さ

な
い　

飲
酒
運
転
」

と
書
か
れ
た
の
ぼ
り

を
手
に
、
飲
食
店
の

店
主
に
飲
酒
運
転
ゼ

ロ
宣
言
の
チ
ラ
シ
や

反
射
材
グ
ッ
ズ
を
手

渡
し
、
飲
酒
運
転
追

放
と
安
全
運
転
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。

高越山を背に開会式人権擁護委員による人権教室の様子
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人
権
教
室

美
郷
一
周
駅
伝

飲酒運転撲滅を呼びかける川真田
市長（写真左）

ゴール前の争い

知事と市長、パネリストが会場の皆さんの意見も伺
いながら中山間地域の活性化について語り合います。

と　き　平成22年２月７日（日）
　　　　　　午前10時から11時30分まで

ところ　吉野川市ふるさとセンター 
　　　　　　吉野川市美郷字中筋194-1

テーマ　「元気いっぱい　みさとっく」
　　　　　～中山間地域を盛り上げる
　　　　　　　　　　　　「美郷」の活気～

参加希望の方は次の問い合わせ先まで事前に
お申し込みください。
■問い合わせ先■
　徳島県東部農林水産局〈吉野川〉農業支援担当
　（吉野川農業支援センター）
　【電話】（0883）26-3971

80人程度参加募集



問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ
・
提
出
先

平
成
22
年
度「
建
設
工
事
等
」の
指
名

競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

平
成
22
年
度
小
・
中
学
校
入
学
に
つ
い
て

吉
野
川
市
民
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　

吉
野
川
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
等

の
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

次
の
と
お
り
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
水
道
課
へ
の
提
出
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

受
付
期
間
・
提
出
方
法

２
月
１
日
㈪
〜
３
月
20
日
㈯

　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）。郵
送
の
場
合
３
月
20
日
㈯
必
着
。

有
効
期
間　

平
成
22
年
６
月
１
日
か
ら

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で
１
年
間（
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
も
１
年
間
と
な
り
ま
す
）

申
請
書　

徳
島
県
様
式
ま
た
は
中
央
公

契
連
統
一
様
式（
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
つ
づ
り
）

添
付
書
類  

写
し
可
。
た
だ
し
、
委
任

状
、
使
用
印
鑑
届
、
市
税
の
完
納
証
明

書
（
※
法
人
・
代
表
者
・
各
役
員
個
別

に
申
請
必
要
）
に
つ
い
て
は
原
本
と
し

ま
す
。
ま
た
、
各
証
明
書
類
は
申
請
書

提
出
時
の
直
前
３
カ
月
以
内
の
も
の
と

し
ま
す
。

【
共
通
必
要
書
類
】

▼
営
業
所
一
覧
表
▼
納
税
証
明
書
〔
①

法
人
税
（
ま
た
は
所
得
税
）、
消
費
税

お
よ
び
地
方
消
費
税
②
県
民
税
お
よ
び

事
業
税
（
県
内
に
営
業
所
等
を
有
す

る
業
者
の
場
合
）
③
法
人
お
よ
び
代
表

者
・
そ
の
他
役
員
の
市
税
の
完
納
証
明

書
（
吉
野
川
市
に
納
税
義
務
を
有
す
る

方
）〕
▼
登
記
事
項
証
明
書
（
法
人
の
場

合
）▼
身
分
証
明
書（
個
人
業
者
の
場
合
）

▼
委
任
状
（
年
間
委
任
の
場
合
）
▼
営

業
所
の
写
真
お
よ
び
所
在
図
面
▼
業
者

カ
ー
ド
▼
職
員
数
調
▼
使
用
印
鑑
届

122010年（平成22年）1月13日

広報よしのがわ

【
建
設
工
事
】

▼
工
事
施
工
金
額
調
書
▼
工
事
経
歴
書

▼
法
に
基
づ
く
建
設
業
の
許
可
を
受
け

て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
面
▼
労
働
保

険
料
納
付
済
証
明
書
▼
建
設
業
退
職
金

共
済
組
合
加
入・
履
行
証
明
書（
総
合
評

定
値
通
知
書
で
建
設
業
退
職
金
共
済
制

度
加
入
が「
無
」の
場
合
の
み
）▼
建
設

業
労
働
災
害
防
止
協
会
加
入
証
明
書

（
土
木
一
式
工
事
ま
た
は
建
築
一
式
工
事

の
経
営
事
項
審
査
を
受
審
し
て
申
請
を

す
る
場
合
）▼
経
営
事
項
審
査
の
結
果

を
証
す
る
書
面
▼
特
殊
機
械
所
有
状
況

等
報
告
書（
舗
装
工
事・
道
路
区
画
線
工

事・法
面
処
理
工
事
を
希
望
す
る
場
合
）

【
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
】

▼
測
量
等
実
績
調
書
▼
技
術
者
経
歴
書

▼
登
録
証
明
書
▼
財
務
諸
表

〒
７
７
６-

８
６
１
１　

吉
野
川
市
鴨

島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
監
理
課　
　

☎
㉒
２
２
５
２

　

平
成
22
年
４
月
に
小
学
校
、
中
学
校

に
入
学
さ
れ
る
子
ど
も
の
保
護
者
の
方

に
、
教
育
委
員
会
か
ら
１
月
中
に
入
学

問
い
合
わ
せ

　

吉
野
川
市
で
は
、
競
争
性
、
透
明
性

を
高
め
、
よ
り
公
正
な
入
札
制
度
を
確

立
す
る
と
と
も
に
、
行
政
事
務
の
効
率

化
や
入
札
参
加
者
の
利
便
性
を
高
め
る

た
め
、原
則
と
し
て
、す
べ
て
の
案
件（
建

設
工
事
お
よ
び
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
等
）
に
お
い
て
全
業
者
（
県
内
、

県
外
含
）
お
よ
び
業
種
を
対
象
に
徳
島

県
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
を
共
同
利
用
し

て
電
子
入
札
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

通
知
を
お
送
り
し
ま
す
。
入
学
届
に
記

名
押
印
の
上
、２
月
末
日
ま
で
に
、指
定

さ
れ
た
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
小
学
校
入
学
該
当
者

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４
月

１
日
生
ま
れ

◆
中
学
校
入
学
該
当
者

平
成
９
年
４
月
２
日
〜
平
成
10
年
４
月

１
日
生
ま
れ

　

な
お
、
入
学
し
が
た
い
事
由
が
あ
る

場
合
や
、
指
定
さ
れ
た
学
校
以
外
の
学

校
へ
入
学
す
る
こ
と
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、教
育
委
員
会
（
山
川
庁
舎
１
階
）

へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

市
学
校
教
育
課　
　
　
☎
42
４
１
１
４

と
き　

２
月
２
日
㈫
午
後
３
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

川
島
庁
舎
２
階　

大
会
議
室

テ
ー
マ　
消
化
器
疾
患
の
予
防
と
対
処
法

講
師　

徳
島
病
院　

柏
木
医
師

　
　
　

徳
島
病
院　

木
村
医
師

国
立
病
院
機
構　

徳
島
病
院

☎
㉔
２
１
６
１

市
健
康
推
進
課　
　
　
☎
㉕
６
６
１
５

2月16日から確定申告が各税務署で始まります。
納税証明書はお早めにお取りください。
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広報よしのがわ

平
成
22
年
度「
物
品
購
入
等
」の
一
般（
指

名
）競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
受
付

　

吉
野
川
市
が
発
注
す
る
物
品
購
入
等

の
入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
方
は
、
次

の
と
お
り
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

参
加
者
の
資
格

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は
申

請
で
き
ま
せ
ん
。

●
民
法
第
19
条
第
１
項
に
規
定
す
る
制

限
行
為
能
力
者
（
未
成
年
者
、
成
年
被

後
見
人
、
被
保
佐
人
お
よ
び
第
17
条
第

１
項
の
審
判
を
受
け
た
被
補
助
人
を
い

う
）

●
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
も
の

受
付
期
間
・
提
出
方
法

２
月
１
日
㈪
〜
３
月
20
日
㈯

　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
は

除
く
）。
郵
送
の
場
合
は
、
３
月
20
日

㈯
必
着
。

有
効
期
間　

４
月
１
日
か
ら
平
成
23
年

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間

※
平
成
21
・
22
年
度
物
品
の
購
入
等
の

契
約
に
係
る
一
般
競
争
入
札
（
指
名
競

争
入
札
）
参
加
資
格
者
名
簿
に
登
載
さ

れ
て
い
る
方
は
、
有
効
期
間
が
２
年
間

（
平
成
21
年
４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３

月
31
日
）
で
す
の
で
、
今
回
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
出
書
類

▼
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
▼
経
歴

書
▼
法
人
に
あ
っ
て
は
登
記
事
項
証
明

書
（
様
式
任
意
に
よ
る
営
業
所
一
覧
表

を
添
付
す
る
こ
と
）、
個
人
事
業
者
に

あ
っ
て
は
申
請
に
係
る
営
業
を
現
に
し

て
い
る
旨
を
証
明
す
る
書
面
お
よ
び
成

年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
被
補
助
人

と
す
る
記
録
が
な
い
証
明
書
ま
た
は
誓

約
書
▼
貸
借
対
照
表
お
よ
び
損
益
計
算

書
（
個
人
事
業
者
で
あ
っ
て
青
色
申
告

を
し
て
い
な
い
方
は
、
収
入
・
支
出
の

分
か
る
も
の
）
▼
納
税
証
明
書
〔
①
法

人
税
（
ま
た
は
所
得
税
）、
消
費
税
お

よ
び
地
方
消
費
税
②
県
民
税
お
よ
び
事

業
税
（
県
内
に
営
業
所
等
を
有
す
る

業
者
の
場
合
）
③
法
人
お
よ
び
代
表

者
・
そ
の
他
役
員
の
市
税
の
完
納
証
明

書
（
吉
野
川
市
に
納
税
義
務
を
有
す
る

方
）〕
▼
印
鑑
証
明
書
▼
使
用
印
鑑
届

▼
特
約
店
ま
た
は
代
理
店
に
あ
っ
て
は
、

そ
れ
を
証
明
す
る
書
面
▼
営
業
に
関
し
、

許
可
、
認
可
等
を
必
要
と
す
る
場
合
に

平
成
22
年
度
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

物
資
納
入
業
者
登
録
申
請
受
付

あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
を
受
け
て
い
る
こ

と
を
証
明
す
る
書
面
の
写
し
▼
契
約
の

締
結
に
つ
き
支
店
、
営
業
所
等
に
属
す

る
方
を
代
理
人
に
選
任
す
る
場
合
に
あ

っ
て
は
、
委
任
状

※
提
出
書
類
は
Ａ
４
フ
ァ
イ
ル
つ
づ
り

と
し
、
写
し
可
。
た
だ
し
、
申
請
書
、

個
人
事
業
者
に
係
る
営
業
証
明
書
お
よ

び
誓
約
書
、
市
税
の
完
納
証
明
書
（
法

人
・
代
表
者
・
各
役
員
個
別
に
申
請
必

要
）、
使
用
印
鑑
届
、
委
任
状
に
つ
い

て
は
原
本
と
し
ま
す
。
ま
た
、
各
証
明

書
類
は
申
請
書
提
出
時
の
直
前
３
カ
月

以
内
の
も
の
と
し
ま
す
。

受
理
票

　

郵
送
の
場
合
は
、返
信
用
は
が
き（
あ

て
名
記
載
済
み
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ

い
。

　

持
参
の
場
合
は
、
受
理
票
（
貴
社
作

成
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
６-

８
６
１
１　

吉
野
川
市
鴨

島
町
鴨
島
１
１
５
番
地
１

吉
野
川
市
総
務
部
総
務
課　

財
産
管
理

係　
　
　
　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
３
１

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
詳
細
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

　

吉
野
川
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
学

校
給
食
用
物
資
の
納
入
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
次
の
と
お
り
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
10
日
㈬

有
効
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

提
出
場
所　

吉
野
川
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー

提
出
方
法　

持
参
の
場
合
は
、
午
前
８

時
15
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
は
除
く
）。

郵
送
の
場
合
は
２
月
10
日
㈬
消
印
有
効

申
請
条
件　

吉
野
川
市
学
校
給
食
用
物

資
調
達
納
入
要
綱
に
記
載
す
る
基
準
を

満
た
す
も
の

　

要
綱
に
つ
い
て
は
、
吉
野
川
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
詳
し

く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〒
７
７
９-

３
３
０
３　

吉
野
川
市
川
島
町
桒
村
２
２
８
６

吉
野
川
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

☎
㉕
３
２
３
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://www.city.yoshinogawa.lg.jp/

2月16日から確定申告が各税務署で始まります。
納税証明書はお早めにお取りください。
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問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

問
い
合
わ
せ

提
出
先

142010年（平成22年）1月13日

広報よしのがわ

平
成
22
年
度
指
名
願
い
の
受
け
付
け

受
付
期
間　

平
成
22
年
２
月
１
日
㈪
〜

３
月
31
日
㈬（
必
着
）

有
効
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

提
出
場
所　

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合

（
郵
送
で
も
受
け
付
け
ま
す
）

種
類　

建
設
工
事
関
係
、
測
量
・
建
設

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
関
係
、運
搬
関
係（
一

般
貨
物
運
送
事
業
許
可
業
者
）、
物
品

の
製
造
、
買
い
入
れ
、
売
り
払
い
、
役

務
提
供
関
係

〒
７
７
１-

１
４
０
２　

徳
島
県
阿
波

市
吉
野
町
西
条
字
藤
原
70-

１

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合　

管
理
者　

野
崎
國
勝

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合　

中
央
広
域

環
境
セ
ン
タ
ー　

業
務
課

　
　

☎
０
８
８
（
６
３
７
）
７
１
２
７

　
　

℻  
０
８
８
（
６
３
７
）
７
１
２
８

中
央
広
域
環
境
施
設
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

２
０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を
！

住
宅
用
防
災
警
報
器
設
置
事
業

と
き　
１
月
27
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

と
こ
ろ　

川
島
庁
舎
２
階　

大
会
議
室

演
題　
「
自
殺
予
防
…
今
わ
た
し
た
ち

が
で
き
る
こ
と
」

講
師　

社
会
福
祉
法
人　

徳
島
県
自
殺

予
防
協
会
理
事
長　

近
藤
治
郎
さ
ん

受
講
料　

無
料　

※
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

市
健
康
推
進
課　
　
　
☎
㉕
６
６
１
５

　

℻  
㉕
６
６
１
９

自
殺
予
防
講
演
会

　ペットボトルのキャップ・カンのプルトップ・乾電池・食用廃油は
　市役所および各庁舎で回収しています。

　

平
成
22
年
２
月
１
日
現
在
で
、「
２

０
１
０
年
世
界
農
林
業
セ
ン
サ
ス
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
今
後
の
農
林
業
の
政

策
に
役
立
て
る
た
め
に
５
年
ご
と
に
実

施
さ
れ
る
極
め
て
大
切
な
調
査
で
す
。

　

農
林
業
を
営
ん
で
い
る
皆
さ
ん
の
と

こ
ろ
に
調
査
員
が
伺
い
、
調
査
票
に
農

林
業
の
経
営
状
況
な
ど
を
記
入
し
て
い

た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

市
企
画
財
政
課　

統
計
調
査
係

☎
㉒
２
２
２
１

　

住
宅
用
防
災
警
報
器
の
設
置
を
推
進

す
る
た
め
、
次
の
世
帯
に
対
し
購
入
費

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
平
成
18
年
６
月
１
日
以
降

の
新
築
住
宅
お
よ
び
す
で
に
寝
室
・
階

段
に
設
置
が
完
了
し
て
い
る
世
帯
な
ら

び
に
ほ
か
の
制
度
に
よ
る
給
付
を
受
け

る
こ
と
の
で
き
る
方
が
属
す
る
世
帯
は

対
象
か
ら
除
き
ま
す
。

補
助
対
象
要
件

①
吉
野
川
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に

市
内
の
既
存
住
宅
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

②
世
帯
全
員
の
当
該
年
度
（
４
月
お
よ

び
５
月
に
な
さ
れ
た
申
請
に
あ
っ
て
は

前
年
度
）
の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
で

あ
る
こ
と
。

③
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
で

あ
る
こ
と
。

ア　

生
活
保
護
世
帯

イ　

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方

ウ　

 

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持

者
の
い
る
世
帯

エ　

 

療
育
手
帳
Ａ
判
定
所
持
者
の
い
る
世
帯

オ　

 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

所
持
者
の
い
る
世
帯

※
申
請
は
１
世
帯
１
回
限
り
で
、
設
置

個
所
は
寝
室
お
よ
び
階
段
の
２
カ
所
を

限
度
と
す
る
。

申
請
期
限　

平
成
23
年
５
月
31
日
ま
で

と
し
、「
煙
式
」
の
住
宅
用
防
災
警
報

器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
日
本
鑑
定
協
会
の
「
鑑
定

マ
ー
ク
」
が
つ
い
て
い
る
製
品
を
購
入

し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
額

　

住
宅
用
防
災
警
報
器
の
設
置
に
要
し

た
費
用
の
合
計
額
と
し
、
１
個
に
つ
き

３
０
０
０
円
を
限
度
と
す
る
。（
３
０

０
０
円
に
満
た
な
い
場
合
は
そ
の
金
額

を
補
助
す
る
。）

申
請
の
手
続
き

　

申
請
書
等
は
福
祉
総
務
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）
ま
た
は
支
所
地
域
課
（
鴨
島
・

山
川
・
美
郷
）
に
あ
り
ま
す
。
手
続
き

も
同
じ
場
所
で
行
え
ま
す
。

※
住
宅
用
防
災
警
報
器
を
購
入
す
る
前

に
必
ず
補
助
金
交
付
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
福
祉
総
務
課　
　
　
☎
㉕
２
１
１
１



問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
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平
成
22
年
度
吉
野
川
市
臨
時
職
員
採

用
予
定
者
名
簿
に
登
録
希
望
の
方
は
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
、

登
録
者
の
中
か
ら
臨
時
的
に
採
用
し
ま

す
。

　

現
在
、
臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
（
登

録
）
さ
れ
て
い
る
方
も
、
平
成
22
年
３

月
31
日
で
無
効
と
な
り
ま
す
の
で
、
新

規
に
登
録
が
必
要
で
す
。

職
種

【
一
般
職
員
】
事
務
補
助
員
・
調
理
員
・

労
務
作
業
員
等

【
教
諭
・
保
育
士
等
】
幼
稚
園
教
諭
免
許
、

保
育
士
資
格
等
、資
格
を
有
す
る
方（
取

得
見
込
み
の
方
）

【
保
健
師
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士
等
】

保
健
師
免
許
、
看
護
師
免
許
、
管
理
栄

養
士
免
許
等
、
資
格
を
有
す
る
方
（
取

得
見
込
み
の
方
）

日
額
賃
金

●
一
般
事
務
職
、
調
理
員
等６

５
０
０
円

平
成
22
年
度
「
吉
野
川
市
臨
時

職
員
」
の
登
録
者
募
集

介
護
保
険
課
嘱
託
員
募
集

雑紙は　雑誌の日　袋いらないので　得します。

●
教
諭
、
保
育
士
（
免
許
、
資
格
必
要
）

　
　
　
　
　

７
０
０
０
円

●
保
健
師
、看
護
師
、管
理
栄
養
士
（
免

許
必
要
）　　
　
　
　
　
　
７
０
０
０
円

●
道
路
作
業
員　
　
　
　

８
３
０
０
円

●
清
掃
作
業
員　
　
　
　

９
４
０
０
円

※
通
勤
距
離
が
２
㎞
以
上
の
方
は
、
別

途
通
勤
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
込
方
法　

履
歴
書
に
希
望
す
る
職
種

等
必
要
事
項
を
記
入
し
、
総
務
部
総
務

課（
市
役
所
３
階
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
幼
稚
園
教
諭
希
望
の
方

は
、
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
（
山
川

庁
舎
１
階
）
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
教
諭
・
保
育
士
・
保
健
師
・
看
護
師
・

管
理
栄
養
士
等
に
つ
い
て
は
、
資
格
証

等
の
写
し
を
必
ず
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
販
の
履
歴
書
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　

１
月
29
日
㈮

採
用
方
法　

書
類
選
考
等

採
用
期
間　

原
則
と
し
て
、
平
成
22
年

９
月
末
ま
で
の
必
要
な
期
間
。
な
お
、

継
続
し
て
採
用
が
必
要
な
と
き
は
、
６

カ
月
を
越
え
な
い
期
間
で
雇
用
し
ま
す
。

※
本
年
度
（
平
成
21
年
度
）
に
臨
時
職

員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
は
、
原

則
と
し
て
平
成
22
年
度
継
続
雇
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

市
総
務
課　
　
　
　
　
☎
㉒
２
２
３
１

市
教
育
総
務
課　
　
　
☎
42
４
１
１
３

募
集
人
員 

①
介
護
支
援
専
門
員
３
人

②
看
護
師
１
人

資
格
等 

①
介
護
支
援
専
門
員
、
社
会
福
祉
士
、

保
健
師
い
ず
れ
か
の
有
資
格
者

②
看
護
師
の
有
資
格
者

※
い
ず
れ
も
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取

得
者

主
な
職
務
内
容

①
介
護
保
険
で
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た

方
に
対
す
る
介
護
予
防
支
援
業
務

②
介
護
予
防
一
般
高
齢
者
施
策
（
介
護

予
防
教
室
事
業
等
）

月
額
賃
金 

①
・
②
16
万
５
０
０
０
円

勤
務
時
間　

週
30
時
間
程
度

雇
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

※
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
資
格
等
を
証
す
る
書
類

の
写
し
を
添
え
て
、
介
護
保
険
課
（
川

島
庁
舎
１
階
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

２
月
５
日
㈮

選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

市
介
護
保
険
課　
　
　
☎
㉕
６
６
２
７

募
集
人
数　

若
干
名

職
務
内
容　

営
業
前
の
清
掃
・
準
備
、

入
浴
受
付
、
サ
ウ
ナ
マ
ッ
ト
交
換
、
そ

の
他
温
泉
施
設
一
般
業
務

月
額
賃
金　

12
万
６
５
０
０
円

勤
務
時
間　

約
週
30
時
間
／
１
日
２
交

代
制

雇
用
期
間　

４
月
１
日
か
ら
１
年
間

＊
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
加
入

申
込
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
商
工
観
光
課
（
市
役
所

２
階
）
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

２
月
12
日
㈮

選
考
方
法　

書
類
選
考
・
面
接

市
商
工
観
光
課　
　
　
☎
㉒
２
２
２
６

鴨
島
温
泉
「
鴨
の
湯
」

嘱
託
職
員
募
集
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ハ
ン
ド
ル
を　

に
ぎ
っ
た
と
き
か
ら　

マ
ナ
ー
モ
ー
ド

田
村　

学
勇
（
上
浦
小
学
校
６
年
）

飼い主としてのマナーを守りましょう。犬のふんは持ち帰りましょう。

平成21年中所得の申告相談

　市・県民税と国保税の課税基礎となる平成21年中所得の申告相談を行います。
　なお、今年も国民健康保険被保険者証（国保保険証）は、３月下旬に世帯ごとに郵送します。今回の
申告相談では交換しません。（国民健康保険税滞納等の理由により送付されない場合もあります）

　
　平成22年１月１日現在、吉野川市に住所のある方は所得申告が必要です。
　ただし、次のいずれかに該当する方は、原則として申告の必要がありません。
①税務署等で確定申告書を提出される方
②会社などから市役所へ年末調整済の給与支払報告書が提出されており、その給与以外の収入がない方
③公的年金等支払報告書が市役所へ提出されており、その公的年金以外の収入がない方
※ ②③に該当する方で、報告されていない控除(扶養･生命保険･医療費の控除など)を新たに受ける方は、
確定申告または市・県民税申告をする必要があります。
　ただし前年中の収入が公的年金だけで、
　○年齢が65歳未満（昭和20年１月２日以後に生まれた人）で公的年金収入が98万円以下
　○年齢が65歳以上（昭和20年１月１日以前に生まれた人）で公的年金収入が148万円以下
　の方は、今回の申告は必要ないと考えられます。
● 収入が非課税所得(遺族年金や障害年金等)だけの方は市・県民税は課税されませんが、保険料等の算
定に必要な場合がありますので、その旨申告をお願いします。

　
　確定申告書は、「確定申告書の手引き」等を参考に自分で記入し、郵送などで早めに川島税務署（☎ 
㉕2211）へ提出してください。還付申告の場合、申告期間前でも提出可能です。
　また、ｅ-Ｔａｘ（国税電子申告･納税システム）で電子申告をした場合は、所得税額から最高5000
円が控除されるなどの制度があります。（19ページに関連記事掲載）
　詳しくは川島税務署までお問い合わせください。
　市役所での申告相談時に所得税(国税)の確定申告書を提出する場合は、必ず収支計算・集計をした状
態で申告書をご持参ください。
　次の所得・控除を申告する場合は川島税務署でお願いします。
●譲渡所得（土地､ 家屋､ 株式等）●住宅借入金等特別控除  ●青色申告●消費税申告
　上記以外にも申告内容によって税務署で直接申告を行っていただく場合がありますのでご了承くださ
い。
 

　公的年金受給者の確定申告説明会が次の日程で開催されます。公的年金から所得税が源泉徴収されて
いる方（公的年金以外に収入がある方は除く）はぜひご参加ください。
●２月２日㈫午前９時30分～正午、午後１時～４時　市役所３階大会議室
●２月３日㈬午前９時30分～正午、午後１時～４時　山川庁舎２階201・202会議室

自分は申告が必要かどうか不明のときは
税務課（市役所1階）までお問い合わせください。

申告の必要な方

所得税（国税）の確定申告

公的年金以外の収入がない方へ
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運
転
手　

ま
ど
の
外
に
は　

小
さ
な
手

岡
田　

和
也
（
牛
島
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ごみの野焼きは法律で禁止されています。絶対にしないように！

18ページのとおり
受付時間　午前９時30分～午後４時
　　　　　（一部に正午または午後３時までの日がありますのでご注意ください）

　 
①印鑑（スタンプ印は不可）
②所得の計算に必要な書類（収入や必要経費のわかる書類）
③給与収入がある方や年金を受給中の方は、平成21年分源泉徴収票
④ 平成21年中に支払われた社会保険料、生命保険料、地震保険料、
　その他各種控除の対象となるものの証明書等
　※国民年金保険料を控除する場合には､ 社会保険庁発行の支払証明書が必要です。
⑤障害者の控除を受ける方は、身体障害者手帳等の障害の程度を証明できるもの
　（平成21年中に福祉事務所で障害者控除対象者認定書の交付を受けた方はその認定書）
⑥税務署から送られてきた確定申告書 （市役所経由で税務署へ確定申告書を提出される方）
⑦本人名義の口座番号がわかるもの（市役所経由で税務署へ確定申告書を提出される方）

● 農業所得･営業所得･不動産所得を申告される場合は、収支内訳書(収入･経費の集計)を必ず作成して
ください。

●医療費控除を申告される場合は、人別･病院別に領収書･レシートの集計を必ずしてください。
　集計ができていない場合、受け付けできないことがあります。申告期間中は、相談者で大変混雑する
ことが予想されます。少しでもスムーズな相談ができるようにご協力ください。

　市・県民税における住宅借入金特別税額控除について対象となる方は、今回から市町村民税道府県民
税住宅借入金等特別税額控除申告書を提出していただく必要はありません。ただし、給与所得者の場合、
給与支払報告書（源泉徴収票）に「住宅借入金特別控除の額」、「住宅借入金等特別控除可能額」、「居住
開始年月日」欄に金額等が記載されていることが必要です。
　確定申告される方についても、同様に市町村民税道府県民税 住宅借入金等特別税額控除申告書の提
出の必要はありません。
　市・県民税からの住宅借入金特別税額控除の対象となる方は、所得税から控除しきれなかった額のあ
る方で
平成11年１月１日～平成18年12月31日までに入居された方
平成21年１月１日～平成25年12月31日までに入居された（される）方
※ 平成19年１月１日～平成20年12月31日までに住宅を取得し入居された方については、市・県民
税からの税額控除の対象となっていません。ご了承ください。

●問い合わせ　市税務課 課税第一係　☎　  2215○22

申告相談日程

申告相談時にお持ちいただくもの

市・県民税住宅借入金等特別税額控除について

注意
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》〝
安
全
〞
は　

自
分
の
意
識
で　

生
み
出
す
よ

竹
中　

双
葉
（
森
山
小
学
校
６
年
）

地域ぐるみで未然に高齢者虐待を防ぎましょう！

平成21年中所得申告相談日程表
受付時間　午前９時30分～午後４時00分（一部に正午または午後3時までの日があります。ご注意ください。）

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
国
保
保
険
証
）
は
、
３
月
下
旬
に
原
則
と
し
て
個
別
に
郵
送
さ
れ
る
た
め
、
今
回
の
申
告
相
談
で
は
交
換

し
ま
せ
ん
。（
滞
納
等
の
理
由
に
よ
り
送
付
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

鴨　島　町
相談日 会場 地域区分

2月16日（火） 市役所1階101会議室 鴨島地区2月17日（水）
2月18日（木） 牛島地区公民館 牛島地区　　　　　　　　　　　（2月19日（金）は正午まで）2月19日（金）
2月22日（月） 西麻植地区公民館 西麻植・敷地地区　　　　　　　（2月23日（火）は正午まで）2月23日（火）
2月24日（水） 上浦地区公民館 上浦地区
2月25日（木） 市役所1階101会議室 森山地区2月26日（金）
3月 1日（月） 市役所1階101会議室 飯尾・呉郷地区3月 2日（火）
3月 3日（水） 市役所1階101会議室 知恵島地区
3月 4日（木）

市役所1階101会議室 鴨島町全域3月 5日（金）
3月 8日（月）
3月 9日（火）

川　島　町
相談日 会場 地域区分

2月16日（火） 東児島老人憩の家 三ツ島・学地区
2月17日（水） 東児島老人憩の家 児島・学地区
2月18日（木） 川島庁舎２階大会議室 山田・川島・宮島地区
2月19日（金） 川島庁舎２階大会議室 桒村地区2月22日（月）
2月23日（火） 川島庁舎２階大会議室 川島町全域　　　　　　　　　　　　　　　  （正午まで）

美　　　郷
相談日 会場 地域区分

2月27日（土） 山川庁舎３階　講堂 美郷全域　山川町全域                            （午後3時まで）
3月10日（水） 東山老人憩の家 東山地区                                              （午後3時まで）
3月11日（木） ふるさとセンター 中村・中枝・種野地区
3月12日（金） ふるさとセンター 美郷全域                                                   （正午まで）

吉野川市全域
相談日 会場 地域区分

3月10日（水）
市役所３階大会議室 鴨島町・川島町・山川町全域　（美郷除く）3月11日（木）

3月12日（金）
3月14日（日） 市役所３階大会議室 吉野川市全域3月15日（月）
◎所得税の確定申告書については川島税務署でも受け付けています。

山　川　町
相談日 会場 地域区分

2月24日（水） 山瀬地区公民館 山瀬天神　忌部北・南　中央東・西　宮島南・北
2月25日（木） 山瀬地区公民館 西久保東・中・南・西　諏訪　諏訪東・中部　ほたる川
2月26日（金） 山瀬地区公民館 日の出第１・第２　北村　若宮　若宮東　瀬詰八幡
2月27日（土） 山川庁舎３階　講堂 山川町・美郷全域　　　　　　　　　　　（午後３時まで）
3月 1日（月） 山川庁舎３階　講堂 三島　春日　中筋　井上　久宗　皆瀬　桑内　榎谷　大内　楠根地
3月 2日（火） 山川庁舎３階　講堂 祇園　八坂南・北　青木　湯立東・西・北　旭
3月 3日（水） 山川庁舎３階　講堂 南町　中町　北町　西山　川田天神
3月 4日（木） 山川庁舎３階　講堂 宮地　季邦　住吉　翁喜台・東　西ノ原
3月 5日（金） 山川庁舎３階　講堂 奥川田東・西　旗見　迎坂　村雲　北島東・西 （午後3時まで）
3月 6日（土） 川田西小学校体育館 原　貞田　衣笠　東市久保　瀬津　西市久保　舟戸東・西 （正午まで）
3月 8日（月） 山川庁舎３階　講堂 麦原東・西　川東東・南・西・北　恵下
3月 9日（火） 山川庁舎３階　講堂 山川町全域                                           （午後3時まで）
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右
左　

あ
わ
て
ず　

急
が
ず　

ま
ず
確
認

山
田　

裕
一（
飯
尾
敷
地
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

虐待では？ 思ったときは、まず通報！ 地域包括支援センター☎㉕6627

　画面の案内に従って金額等を入力すれば、税額などが自動計算さ
れ、所得税の申告書や青色申告決算書などを作成できます。

平成21年分の所得税の確定申告を本人の電子署名
および電子証明書を付して、申告期間内にe-Taxで
行うと、所得税額から最高5,000円の控除ができま
す（平成19年分または平成20年分の確定申告でこ
の控除を受けた方は、受けられません。）。

申告書の作成は 国税庁ホームページ（www.nta.go.jp）の

「e-Tax」 を利用する方にもおすすめ！

「e-Tax」 を利用して申告すると…

医療費の領収書や源泉徴収票等は、その記載内容
（病院などの名称・支払金額等）を入力して送信す
ることにより、これらの書類の提出または提示を省
略することができます（確定申告期限から３年間、
税務署から書類の提出または提示を求められること
があります。）。

国税庁ホームページ　www.nta.go.jp

便利な

案内に従って金額等を入力すれば 税額などが自動計算さ

の作成は 国税庁ホ ムペ ジ（www.nta.go.jp）の

「確定申告書等作成コーナー」で!!「確定申告書等作成コーナー」で!!
e-Tax
データ送信も!

書面提出も!

「確定申告等作成コーナー」で作成したデータは、
e-Tax（電子申告）を利用して提出できます。

※パソコンの環境などにより、ご利用いただけないことがあります。
確定申告 検索

❶ 最高5,000円の税額控除

e-Taxで申告された還付申告は早期処理しています
（３週間程度に短縮。）。

❸ 還付金がスピーディー

❷ 添付書類の提出省略

入

力デ
ータを送信

！

源泉徴収票
病院
領収書

入力して…

e-Taxの利用に際しては、電子証明書の取得（手
数料が必要です。）、ICカードリーダライタの購
入などの事前準備が必要です。

ｅ-Taxをご利用いただく前に

もっと詳しい情報は e-Taxホームページ  http://www.e-tax.nta.go.jp

●問い合わせ　川島税務署　☎　  2211○25

①電子証明書等を取得してください。
　・電子証明書の取得
　 　個人の方は、市町村で発行している電子証明書付の住民基本台帳カード（公的個人認証サービ
スに基づく電子証明書）等がご利用いただけます。（手数料がかかります。）
　・ ICカードリーダライタの用意。（購入費用がかかります。家電量販店やインターネットで購入
できます。）

②開始届出書を提出して利用者識別番号等を取得してください。
　 　開始届出書の提出は、ｅ-Taxホームページからオンラインで行うことができ、利用者識別番号
等がオンラインで、発行（通知）されます。（書面でも提出することができます。）

③電子証明書等の登録を行ってください。
　 　ｅ-Taxソフト等をｅ-Taxホームページからダウンロードにより取得し、ｅ-Taxソフト等を起
動して初期登録作業を行ってください。
※ 個人の確定申告はｅ-Taxソフト等を使用しなくても、国税庁ホ－ムページの「確定申告書等作成
コーナー」から直接電子申告することができます。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
ち
ょ
っ
と
そ
こ
で
も
ラ
イ
ト
オ
ン　

ち
ょ
っ
と
そ
こ
で
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト

形
山　

華
香
（
西
麻
植
小
学
校
６
年
）

　

日
本
政
策
金
融
公
庫
で
は
、
資

金
繰
り
で
お
困
り
の
中
小
企
業
の

皆
さ
ん
に
向
け
て
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ

ッ
ト
貸
付
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

①　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
の

う
ち
業
状
が
悪
化
し
て
い
る
方
…

年
1.95
％
〜
（
運
転
資
金
）

②　

①
に
該
当
し
、雇
用
の
維
持
・

拡
大
に
取
り
組
む
方
…
年
1.85
％
〜

（
運
転
資
金
）

③　

第
三
者
保
証
人
等
を
不
要
と

す
る
融
資（
保
証
人
が
い
な
い
方
）

…
上
乗
せ
金
利
0.35
％

④　
「
お
ま
と
め
融
資
」
＋
「
長

期
返
済
に
組
み
替
え
」

（
①
〜
③
は
平
成
22
年
３
月
末
ま

で
の
措
置
で
す
。
ご
利
用
に
は
一

定
要
件
が
あ
り
ま
す
。
金
利
は
平

成
21
年
10
月
15
日
現
在
。）

【
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
貸
付
制
度

の
主
な
概
要
】

融
資
額　

４
８
０
０
万
円
以
内

返
済
期
間

●
運
転
資
金　

８
年
以
内
（
う
ち

措
置
期
間
３
年
以
内
）

●
設
備
資
金　

15
年
以
内
（
う
ち

措
置
期
間
３
年
以
内
）〔
設
備
資

日
本
政
策
金
融
公
庫
／
国
民

生
活
事
業
か
ら
の
ご
案
内

サ
テ
ラ
イ
ト
鴨
島

競
輪
臨
時
従
事
員
募
集

ひ
き
こ
も
り
や
心
の
病
に

悩
み
を
持
つ
方
の
相
談

シ
ニ
ア
情
報
生
活
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
養
成
講
座
受
講
生
募
集

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ご
案
内

巡
回
職
業
相
談

金
は
基
準
金
利
2.25
％
〜
と
な
り
ま

す
。
ま
た
、
第
三
者
保
証
人
等
不

要
の
場
合
は
設
備
資
金
の
返
済
期

間
は
10
年
と
な
り
ま
す
。〕

※
詳
し
く
は
、
日
本
政
策
金
融
公

庫
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
政
策
金
融
公
庫　

徳
島
支
店

国
民
生
活
事
業

☎
０
８
８
（
６
２
２
）
７
２
７
１

　

小
松
島
競
輪
で
は
、
サ
テ
ラ
イ

ト
鴨
島
の
臨
時
従
事
員
を
募
集
し

ま
す
。

応
募
資
格　

吉
野
川
市
お
よ
び
そ

の
近
郊
に
居
住
さ
れ
て
い
る
、
年

齢
20
歳
以
上
40
歳
未
満
の
女
性
の

方業
務
内
容　

サ
テ
ラ
イ
ト
鴨
島

（
小
松
島
競
輪
）
で
の
車
券
発
払

業
務
、
事
務
、
清
掃
、
フ
ァ
ン
サ

ー
ビ
ス
な
ど

採
用
人
数　

１
人

募
集
期
間　

１
月
14
日
㈭
〜
30
日

㈯提
出
書
類　

履
歴
書
（
６
カ
月
以

内
に
写
し
た
上
半
身
の
写
真
貼

付
）
※
郵
送
可

〒
７
７
３-

０
０
０
６　

小
松
島
市
横
須
町
５-

57 

小
松
島
市
競
輪
局　

管
理
係

☎
０
８
８
５
（
３
２
）
０
２
９
０

　

吉
野
川
保
健
所
で
は
、
ひ
き
こ

も
り
や
こ
こ
ろ
の
健
康
に
不
安
や

悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
を
対
象
に
、

専
門
医
に
よ
る
心
の
相
談
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

と
き　

毎
月
第
２
・
第
４
金
曜
日

江
川
湧
水
源
周
辺
、吉
野
川
堤
防

集
合
場
所　

江
川
湧
水
源
「
い
や

し
の
舎
」（
吉
野
川
遊
園
地
西
側
）

作
業
時
間　

２
月
１
日
㈪
午
前
７

時
〜
７
時
30
分

多
津
美
橋
〜
江
川
・
鴨
島
公
園

集
合
場
所　

多
津
美
橋
あ
ず
ま
や

（
鴨
島
第
一
中
学
校
西
側
）

作
業
時
間　

２
月
１
日
㈪
午
前
７

時
〜
８
時

作
業
内
容　

除
草
作
業
、
清
掃
作

業
　

作
業
道
具
は
、
用
意
し
て
い
ま

す
の
で
、
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で

お
越
し
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

江
川
エ
コ
フ
レ
ン

ド　
　
　
　
　
　
☎
㉔
８
６
６
０

（
午
前
）
予
約
制

ス
タ
ッ
フ　

精
神
科
医
師
、
保
健

師吉
野
川
保
健
所　

健
康
増
進
係

☎
㉔
１
１
１
４

受
講
資
格　

日
常
的
に
パ
ソ
コ
ン

※
広
報
よ
し
の
が
わ
平
成
21
年
11

月
号
掲
載
の
吉
野
川
市
特
産
品
ブ

ラ
ン
ド
認
証
商
品
の
記
事
中
、「
あ

た
ら
え
の
郷
」
は
「
あ
ら
た
え
の

郷
」（
和
菓
子
処　

西
川
）
が
正

し
く
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し

ま
す
。

対
象
者　

職
業
相
談
希
望
の
方

内
容　

県
内
求
人
情
報
の
提
供
と

職
業
相
談
、
職
業
に
つ
い
て
の
知

識
や
就
職
の
心
構
え
に
つ
い
て
指

導※
雇
用
保
険
の
受
け
付
け
は
行
い

ま
せ
ん
。

【
山
川
】

と
き　

１
月
18
日
㈪
、
２
月
１
日

㈪
・
15
日
㈪

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

八
坂
会
館

【
川
島
】

と
き　

１
月
13
日
㈬
、
２
月
10

日
㈬

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

こ
だ
ま
会
館

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
吉
野
川

☎
㉔
２
１
６
６

を
活
用
し
、
電
子
メ
ー
ル
を
行
っ

て
い
る
方
。
シ
ニ
ア
の
パ
ソ
コ
ン

生
活
支
援
に
興
味
の
あ
る
方
。

と
き　

２
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
・

21
日
㈰
・
28
日
㈰
の
４
日
間
。

認
定
試
験
は
３
月
７
日
㈰

と
こ
ろ　

美
馬
市
穴
吹
公
民
館

（
美
馬
市
役
所
２
階
）

申
込
締
切　

２
月
１
日
㈪

定
員　

12
人

受
講
料　

３
万
２
５
０
０
円
（
教

材
費
２
５
０
０
円
含
む
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
き
い
き
ネ
ッ
ト
と

く
し
ま
事
務
局

☎
０
９
０（
２
８
９
５
）１
３
３
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.ikiikinet.org/

お
詫
び
と
訂
正
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信
号
機　

青
で
も　

ゆ
だ
ん
し
な
い
こ
と

村
橋　

翔
太
（
知
恵
島
小
学
校
６
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

１
１
０
を
順
に
押
し
て
く
だ
さ
い

・
緑
色
の
公
衆
電
話
か
ら
受
話
器

を
取
っ
て
、
前
面
に
あ
る
「
赤
ボ

タ
ン
」
を
押
し
て
か
ら
、
数
字
の

１
１
０
を
順
に
押
し
て
く
だ
さ
い
。

料
金
は
不
要
で
す
。

・
灰
色
の
公
衆
電
話
（
デ
ジ
タ
ル

電
話
）
か
ら
受
話
器
を
取
っ
て
、

そ
の
ま
ま
数
字
の
１
１
０
を
順
に

押
し
て
く
だ
さ
い
。
料
金
は
不
要

で
す
。

○
１
１
０
番
通
報
の
ポ
イ
ン
ト

１
．
何
が
あ
り
ま
し
た
か

２
．
ど
こ
で
あ
り
ま
し
た
か

３
．
い
つ
あ
り
ま
し
た
か

４
． 

犯
人
は
（
人
数
、
人
相
、
服

装
、
逃
走
方
向
な
ど
）

５
．
い
ま
、ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か

６
． 

あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
は

　

受
理
内
容
は
同
時
に
関
係
警
察

署
も
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、
電
話

中
に
も
パ
ト
カ
ー
や
警
察
官
が
現

場
に
向
か
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

○
＃
９
１
１
０

　

相
談
や
問
い
合
わ
せ
等
の
緊
急

性
の
な
い
電
話
は
、
警
察
本
部
の

「
警
察
相
談
電
話
」
＃
９
１
１
０

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
警
察
署　
☎
㉕
６
１
１
０

鴨
島
町
交
番　
　
☎
㉔
２
３
３
１

〜
昆
虫
を
と
お
し
て
自
然
の
不
思

議
を
学
ぼ
う
〜

開
催
期
間　

１
月
25
日
㈪
ま
で

と
こ
ろ　

多
目
的
ル
ー
ム

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30

分休
館
日　

毎
週
火
曜
日

入
館
料　

大
人
（
高
校
生
以
上
）

２
０
０
円
、
小
学
生
以
上
１
０
０

円美
郷
ほ
た
る
館　
☎
43
２
８
８
８

◆
第
３
回
合
同
茶
会
・
い
け
ば
な
展

と
き　

２
月
13
日
㈯
〜
14
日
㈰

○
お
茶
会　

午
前
10
時
〜
午
後
３

時
（
お
茶
券
３
０
０
円
）

○
い
け
ば
な
展　

午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
入
場
無
料
）　　

と
こ
ろ　

多
目
的
ホ
ー
ル・ロ
ビ
ー

◆
第
５
回
吉
野
川
市
・
阿
波
市
二

市
絵
画
交
流
展

内
容　

洋
画
、
日
本
画
、
水
墨
画
、

絵
手
紙

開
催
期
間　

２
月
19
日
㈮
〜
21
日

㈰
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終

日
は
午
後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
多
目
的
ホ
ー
ル（
入
場
無
料
）

美
郷
ほ
た
る
館
だ
よ
り

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー
通
信

移
動
展
「
世
界
の
昆
虫
」

と
き　

１
月
27
日
㈬
開
場
午
後
５

時
30
分
／
開
演
午
後
６
時

と
こ
ろ　

３
階　

ホ
ー
ル

チ
ケ
ッ
ト　

前
売
り
一
般
２
０
０

０
円
、
高
校
生
以
下
１
０
０
０
円

（
当
日
は
５
０
０
円
増
）

出
演　

春
風
亭
昇
太
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
ズ
ほ
か

　

３
階
ホ
ー
ル
の
緞
帳
工
事
に
よ

り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　

緞
帳
な
し
で
も
行
え
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
は
引
き
続
き
利
用
可
能
で

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

と
き　

１
月
29
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
２
時
45
分

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

川
島
税
務
署　

個
人
課
税

調
査
官　

鎌
野
恵
さ
ん

と
き　

２
月
22
日
㈪
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ　

会
議
室

材
料
費　

１
８
０
０
円　

バ
ラ

（
ピ
ン
ク
、オ
レ
ン
ジ
、イ
エ
ロ
ー
、

グ
リ
ー
ン
、
ブ
ラ
ウ
ン
、
ブ
ル
ー
、

ホ
ワ
イ
ト
）
７
色
の
中
か
ら
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

講
師　

ア
ト
リ
エ
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ　

橋

本
由
美
さ
ん

※
来
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
さ

ん
募
集

　

趣
味
や
才
能
を
生
か
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
。
長
期
、
ま
た
は
単
発
の

教
室
の
開
催

　

平
成
22
年
度
生
涯
学
習
講
座
講

座
生
の
募
集
を
４
月
中
旬
か
ら
行

い
ま
す
。
講
座
の
開
始
は
５
月
か

ら
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
講
座

に
関
す
る
案
内
は
３
月
中
旬
か
ら

市
内
公
共
施
設
等
、
量
販
店
に
備

え
付
け
ま
す
。

と
き　

２
月
15
日
㈪
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

視
聴
覚
室

講
師　

吉
野
川
保
健
所　

健
康
増

進
課　

坂
本
惠
子
さ
ん

鴨
島
公
民
館
だ
よ
り

そ
こ
が
も
っ
と
知
り
た
い

確
定
申
告
の
仕
方

プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

コ
サ
ー
ジ
ュ
講
座

宝
く
じ
文
化
公
演　

東
京
名
人
会

健
康
教
室　

健
康
に
つ
い
て

吉
野
川
警
察
署
だ
よ
り

○
「
１
１
０
番
」
の
し
く
み

　

皆
さ
ん
か
ら
の
緊
急
通
報
で
あ

る
「
１
１
０
番
通
報
」
は
、
県
内

の
ど
こ
か
ら
か
け
て
も
徳
島
市
万

代
町
の
徳
島
県
警
察
本
部
内
に
あ

る
通
信
司
令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

通
信
司
令
室
は
、「
１
１
０
番

通
報
」
を
受
け
る
と
同
時
に
、
管

轄
す
る
警
察
署
の
パ
ト
カ
ー
や
交

番
等
の
警
察
官
を
現
場
へ
出
動
さ

せ
、
通
報
し
た
皆
さ
ん
の
緊
急
状

態
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

○
正
し
い「
１
１
０
番
」の
か
け
方

・
家
庭
や
職
場
の
加
入
電
話
か
ら
、

そ
の
ま
ま
数
字
の
１
１
０
を
順
に

押
す
か
、
回
し
て
く
だ
さ
い
。

・
携
帯
電
話
か
ら
そ
の
ま
ま
数
字
の

鴨
島
公
民
館　
　
☎
㉔
５
１
１
１

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

◆
桃
の
花
い
け
ば
な
教
室

　

桃
の
節
句
に
飾
る
生
け
花
を
い

け
て
み
ま
せ
ん
か

と
き　

２
月
20
日
㈯
午
後
１
時
〜

３
時

と
こ
ろ　

研
修
室
４

講
師　
飯
田
弘
美
さ
ん（
千
家
古
流
）

定
員　

20
人

材
料
費　

１
０
０
０
円

準
備
物　

花
ば
さ
み
・
新
聞
紙

文
化
研
修
セ
ン
タ
ー☎ 

㉒
０
０
１
５

お
知
ら
せ

１月は国民健康保険税・介護保険料の納付月
　1月は国民健康保険税第６期および介護保険料第４期（普通徴収の方）の納付月です。納め忘れのないようにご注意ください。
　●納期限　2月1日㈪　●問い合わせ　市税務課　☎㉒2215　　市介護保険課　介護保険係　☎㉕6626
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広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
信
号
を　

い
つ
も
守
る
と　

心
が
け

明
石　

雅
（
川
島
小
学
校
４
年
）

国
民
年
金
だ
よ
り

20
歳
が
ス
タ
ー
ト
！
国
民
年
金

新
成
人
の
み
な
さ
ん

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

よ
く
あ
る
お
問
い
合
わ
せ

Ｑ
．
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は
、

ど
こ
で
行
え
ば
い
い
の
？

Ａ
．
国
保
年
金
課（
市
役
所
１
階
）

ま
た
は
支
所
地
域
課
（
川
島
・
山

川
・
美
郷
）
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
は
、
郵
送
で
も
手
続
き
で
き
ま

す
。

Ｑ
．
毎
月
の
保
険
料
は
い
く
ら
？

Ａ
．
平
成
21
年
度
は
月
額
１
万
４

６
６
０
円
（
平
成
21
年
度
）
で
す
。

　

ま
と
め
て
前
払
い
す
る
こ
と
で

割
引
さ
れ
る
前
納
制
度
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
定
額
保
険
料
に
加
え

て
、
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険

料
を
納
付
す
る
と
、
将
来
老
齢
年

金
に
加
え
て
付
加
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

Ｑ
．
毎
月
の
保
険
料
納
付
が
困
難

な
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ
．
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方

に
つ
い
て
は
、
若
年
者
納
付
猶
予

や
学
生
納
付
特
例
制
度
な
ど
の
保

険
料
納
付
猶
予
制
度
が
利
用
で
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

徳
島
北
年
金
事
務
所

☎
０
８
８
（
６
５
５
）
０
９
１
１

市
国
保
年
金
課　
☎
㉒
２
２
１
３

　

国
民
年
金
は
す
べ
て
の
公
的
年

金
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳

か
ら
60
歳
ま
で
の
方
は
、
公
的
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
が
法
律
で
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

将
来
訪
れ
る
長
い
老
後
や
、
生

活
の
安
定
を
損
な
う
よ
う
な
、
万

が
一
の
事
態
に
備
え
、
20
歳
に
な

っ
た
ら
、
忘
れ
ず
に
国
民
年
金
の

加
入
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

●
年
金
手
帳
は
大
切
に
保
管
し
ま

し
ょ
う

　

公
的
年
金
制
度
で
は
、
す
べ
て

の
制
度
に
共
通
し
て
使
用
さ
れ
る

基
礎
年
金
番
号
が
用
い
ら
れ
て
い

ま
す
。
国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に

加
入
す
る
と
基
礎
年
金
番
号
が
記

載
さ
れ
た
年
金
手
帳
が
交
付
さ
れ
、

加
入
記
録
や
保
険
料
の
納
付
状
況

な
ど
は
す
べ
て
、
こ
の
番
号
で
管

理
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
手
帳
は
、
年
金
に
関
す
る

手
続
き
の
際
、
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

疾　

病

　
「
知
識
不
足
」
が
患
者
・
感
染

者
に
「
病
気
」
と
「
差
別
」
と
い

う
２
つ
の
苦
し
み
を
あ
た
え
て
し

ま
い
ま
す
。

　

感
染
症
と
い
う
だ
け
で
必
要
以

上
に
警
戒
し
て
し
ま
い
誤
解
や
パ

ニ
ッ
ク
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
患
者
・
感
染

者
へ
の
差
別
に
も
つ
な
が
っ
て
し

ま
い
、
本
人
ば
か
り
で
な
く
家
族

ま
で
苦
し
め
て
し
ま
い
ま
す
。

感
染
症
へ
の
誤
解
・
偏
見

　

い
ま
だ
に
エ
イ
ズ
や
ハ
ン
セ
ン

病
な
ど
の
感
染
症
は
、
正
し
い
知

識
や
情
報
が
き
ち
ん
と
ゆ
き
わ
た

っ
て
い
ま
せ
ん
。
感
染
経
路
や
感

染
力
に
関
し
て
も
多
く
の
誤
解
が

感
染
者
の
就
職
や
職
場
で
の
不
利

な
扱
い
や
宿
泊
施
設
の
利
用
拒
否

な
ど
と
い
っ
た
、
偏
見
・
差
別
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ハ
ン
セ
ン
病

　

ハ
ン
セ
ン
病
と
は
「
ら
い
菌
」

と
い
う
細
菌
に
よ
る
感
染
症
で
、

皮
膚
や
抹ま
っ
し
ょ
う
消
神
経
が
お
か
さ
れ
る

病
気
で
す 

。
現
在
で
は
早
期
治

療
に
よ
り
完
治
す
る
こ
と
が
可
能

記
事
に
関
す
る
ご
意
見
・

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

吉
野
川
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

（
市
人
権
課
内
）
☎
㉒
２
２
２
９

で
す
が
、
過
去
に
は
、
正
確
な
医

学
情
報
が
一
般
に
広
く
伝
え
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め

に
、
ハ
ン
セ
ン
病
は
誤
っ
て
遺
伝

病
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
実
際
に
は
感
染
力
は
非
常
に
弱

く
、
日
常
生
活
で
感
染
す
る
可
能

性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
患
者
の
隔
離
が
行
わ
れ
て
、

結
果
的
に
患

者
に
対
す
る

差
別
や
偏
見

が
助
長
さ
れ

る
と
い
う
、

悲
し
い
歴
史

が
あ
り
ま
し

た
。

エ
イ
ズ
／
Ｈ
Ｉ
Ｖ

　

エ
イ
ズ
と
は
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト

免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
に
感
染
し

た
結
果
、
免
疫
力
が
低
下
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
感
染
症
や
悪
性
腫し
ゅ

瘍よ
う

な

ど
に
か
か
り
や
す
く
な
る
病
気
で

す
。
エ
イ
ズ
の
感
染
経
路
は
「
性

的
接
触
」「
母
子
感
染
（
感
染
し

た
母
親
か
ら
あ
か
ち
ゃ
ん
へ
）」

「
血
液
感
染
（
麻
薬
や
覚
せ
い
剤

の
回
し
打
ち
な
ど
）」で
す
。
キ
ス
、

握
手
、
食
器
の
共
用
使
用
な
ど
で

は
感
染
し
ま
せ
ん
。

　

一
度
感
染
す
る
と
完
治
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

治
療
に
よ
り
エ
イ
ズ
の
発
症
を
抑

え
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
可

能
で
す
。

　

職
場
や
学
校
な
ど
の
日
常
生
活

の
中
で
は
感
染
す
る
こ
と
が
な
い

た
め
、
今
ま
で
ど
お
り
に
生
活
で

き
る
病
気
で
す
し
、
さ
ら
に
、
感

染
し
た
人
を
避
け
る
必
要
も
何
ら

あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
と
闘
い
な
が

ら
精
一
杯
生
き
て
お
ら
れ
る
感
染

者
や
患
者
の
人
た
ち
と
、
今
ま
で

ど
お
り
に
支
え
合
っ
て
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
感
染
症
に
つ
い
て
も
正

し
い
知
識
を
持
ち
、
理
解
を
深
め

て
、
感
染
者
や
患
者
の
立
場
に
な

っ
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
み
ん

な
で
一
人
一

人
の
命
や
権

利
が
守
ら
れ

る
ま
ち
を
つ

く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
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広報よしのがわ

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
事
故
し
た
ら　

悲
し
む
人
は　

き
み
だ
け
じ
ゃ
な
い

祖
父
江　

飛
悠
（
山
瀬
小
学
校
６
年
）

みんなで支えよう　～介護保険～

第１回　介護保険の利用手順

　今月から、「みんなで支えよう～介護保険～」を
テーマに、介護保険について３回にわけてご案内
していきます。

介
護
保
険
制
度
の
概
要

　

介
護
保
険
は
、
高
齢
に
よ
る
身
体
機

能
の
衰
え
や
、
病
気
や
け
が
な
ど
に
よ

っ
て
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
方
と
そ
の

家
族
を
、
で
き
る
か
ぎ
り
社
会
全
体
で

支
え
よ
う
と
す
る
仕
組
み
で
す
。

　

介
護
保
険
は
、
各
市
町
村
が
保
険
者

と
な
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
40
歳
以

上
の
す
べ
て
の
方
が
被
保
険
者
と
な
っ

て
保
険
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
て

い
ま
す
。

　

介
護
保
険
被
保
険
者
は
利
用
限
度
額

の
範
囲
内
で
あ
れ
ば
、
１
割
負
担
で
各

種
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

利
用
対
象
者

　

介
護
保
険
が
利
用
で
き
る
の
は
、
介

護
が
必
要
と
な
り
、
認
定
を
受
け
た
次

の
方
で
す
。

①
第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の
方
）

②
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以
上
65
歳

未
満
の
方
）
特
定
16
疾
病
が
原
因
で
日

常
生
活
に
介
護
が
必
要
と
な
り
、
認
定

を
受
け
た
方
に
限
り
ま
す
。
特
定
16
疾

病
に
つ
い
て
は
介
護
保
険
課
（
川
島
庁

舎
１
階
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
介
護
保
険
の
保
険
証
に
つ
い
て

【
第
１
号
被
保
険
者
】

　

65
歳
の
誕
生
月
の
前
月
末
に
市
か
ら

送
付
し
ま
す
。

【
第
２
号
被
保
険
者
】

　

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
た
時

に
交
付
し
ま
す
。

＊
介
護
保
険
料
は
社
会
保
険
料
控
除
に

使
え
ま
す
。

　

21
年
中
に
納
め
た
介
護
保
険
料
は
21

年
分
所
得
税
や
、
22
年
度
市
・
県
民
税

の
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
使
え
ま
す
。

年
金
天
引
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、

年
金
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●問い合わせ　市介護保険課　介護保険係　☎　  6626○25

介護保険を利用するには
１　申請
　 　介護保険サービスの利用には申請が必要です。
　 　本人または家族等が市の窓口等に介護保険証
を添えて申請書を提出します。

　※次のところでも代わりに申請してもらえます。
　◇地域包括支援センター
　◇居宅介護支援事業所
　◇介護保険施設

⇩
２　要介護認定
　 　訪問調査の後に審査・判定が行われ、介護や
支援が必要な度合い（要介護度）が決まります。

　① 認定調査　専門調査員が家庭訪問し、本人の
心身状態や居住環境などについて聞き取り調
査を行います。

　② 主治医の意見書　市の依頼により主治医が意
見書を作成します。

　③ 審査・判定　まず、コンピュータで認定調査
票を判定し、その結果と医師の意見書をもと
に、保健・医療・福祉の専門家で構成される
「介護認定審査会」で介護の必要度を総合的に
審査・判定します。

⇩
３　認定結果の通知
　 　自立（非該当）、要支援１～２、要介護１～５
の認定を行います。判定結果は介護保険証に記
入して本人に通知します。（申請から約30日か
かります）

⇩
４　ケアプランの作成・決定・サービス開始
　 　居宅介護支援事業所の介護支援専門員（ケア
マネジャー）にケアプランの作成を依頼します。
ケアマネジャーは本人や家族と相談し、ケアプ
ランを作成しサービスを決定します。なお、要
支援１または２の人については、地域包括支援
センターのケアマネジャーが介護予防ケアプラ
ンを作成します。ケアプランが決まるとサービ
ス開始です。
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《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》
飛
び
出
す
な　

人
も
車
も　

自
転
車
も

佐
藤　

彩
（
川
田
西
小
学
校
６
年
）

鴨
島
図
書
室（
鴨
島
公
民
館
内
）

　

             

☎
㉔
５
１
１
１

 

美
郷
図
書
室

 （
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

  

☎
43
２
８
１
１

川
島
図
書
館  

☎
㉕
３
１
４
１

☆
話
題
の
図
書
☆

◆
開
室
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
正
午
〜
午
後
１
時
ま
で
閉

室
し
ま
す
）

◆
１
月
、２
月
の
休
室
日　

木
曜
日

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
１
月
、
２
月
の
休
館
日

水
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
１
月
29
日
㈮
、２
月
26
日
㈮
）

◆
冬
の
親
子
手
作
り
教
室

〜
節
分
・
鬼
に
へ
ん
し
ん
し
て
あ

そ
ぼ
う
〜

と
き　

１
月
30
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

講
師　

西
山
欣
子
先
生

と
こ
ろ　

川
島
図
書
館
２
階

参
加
費　

無
料

※
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

◆
第
20
回
図
書
館
美
術
シ
リ
ー
ズ

「
西
山
欣
子
展
」

開
催
期
間　

１
月
31
日
㈰
〜
２
月

28
日
㈰

と
こ
ろ　
川
島
図
書
館
１
階
ロ
ビ
ー

◆
学
読
書
会

山
川
図
書
館 

☎
42
５
２
２
２

◆
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
１
月
、
２
月
の
休
館
日

月
曜
日
、
祝
日
、
月
末
図
書
整
理

日
（
１
月
29
日
㈮
、２
月
26
日
㈮
）

◆
『
お
は
な
し
隊
』
の
来
館

１
月
23
日
㈯
午
前
10
時
か
ら

◆
お
は
な
し
会

２
月
13
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
間
）

◆
映
画
会

１
月
16
日
㈯
（
う
ご
く
え
ほ
ん
チ

ル
ビ
ー
⑭
）・
30
日
㈯
（
う
ご
く

え
ほ
ん
チ
ル
ビ
ー
⑮
）、
２
月
６

日
㈯
（
学
校
の
怪
談
①
）・
20
日

㈯
（
学
校
の
怪
談
②
）
の
午
後
２

時
か
ら
（
約
１
時
間
）

◆
図
書
館
つ
う
し
ん
（
12
月
１
日

発
行
）
新
着
図
書
案
内
・
行
事
予

定
な
ど
を
掲
載
。
各
館
・
室
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

●
新
刊
は
、
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん

そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。
各
館
・
室
の

新
刊
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
読
み
た
い
本
が
見
つ
か
ら
な

か
っ
た
場
合
は
、
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
本
の
予
約
や
リ
ク
エ

ス
ト
は
各
館
・
室
で
、
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

●
蔵
書
検
索
シ
ス
テ
ム

http://library.city.yoshi
nogawa.lg.jp/iliswing/we/opac/

●
山
川
図
書
館
の
県
立
図
書
館
協

力
車
巡
回
日
／
毎
週
金
曜
日

★
山
川
図
書
館
と
川
島
図
書
館
の

新
刊
情
報
は
、
各
館
が
発
行
し
て

い
る
『
図
書
館
つ
う
し
ん
（
山
川

図
書
館
）』、『
新
刊
速
報
（
川
島

図
書
館
）』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
開
室
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後

６
時

◆
１
月
、
２
月
の
休
室
日

火
曜
日
、
祝
日

◆
絵
本
と
お
は
な
し
の
会

毎
月
第
２
土
曜
日
午
前
10
時
30
分
、

午
後
１
時
30
分
か
ら
／
鴨
島
公
民

館
２
階
絵
本
室
・
和
室
／
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
、
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ

ー
、
手
作
り
大
型
紙
芝
居
な
ど

◆
新
刊
情
報

『
傷
痕
』　　
　
　

矢
口
敦
子　

著

『
竜
の
道
』　　
　
　

白
川
道　

著

『
ハ
ン
グ
』　　
　

誉
田
哲
也　

著

『
Ｑ
人
生
っ
て
？
』

　
　
　
　

よ
し
も
と
ば
な
な　

著

『
聖
徳
太
子
の
密
使
』

　
　
　
　
　
　
　

平
岩
弓
枝　

著

『
楊
令
伝
十
一
』　

北
方
謙
三　

著

『
殺
し
て
も
い
い
命
』

　
　
　
　
　
　
　

秦
建
日
子　

著

『
チ
ッ
チ
と
子
』　

石
田
衣
良　

著

『
夜
の
終
焉
上
・
下
』　　

　
　
　
　
　
　
　

堂
場
瞬
一　

著

『
し
が
み
つ
か
な
い
生
き
方
』

　
　
　
　
　
　
　

香
山
リ
カ　

著

『
後
悔
と
真
実
の
色
』

　
　
　
　
　
　
　

貫
井
徳
郎　

著

『
巡
査
の
休
日
』　

佐
々
木
譲　

著

『
や
る
気
も
成
績
も
必
ず
上
が
る

家
庭
勉
強
法
』　　
　
齋
藤
孝　

著

『
お
り
が
み
冬
の
行
事
』

　
　
　
　
　
　
　

桃
谷
好
英　

著

『
悪
霊
の
島
上
・
下
』

　

ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
キ
ン
グ　

著

『
か
も
の
法
則
』　

西
田
文
郎　

著

◆
絵
本
・
児
童
書

『
ゆ
う
び
ん
や
ぎ
さ
ん
』

　
　
　
　
　

と
り
ご
え
ま
り　

著

『
左
手
が
な
く
て
も
ぼ
く
は
負
け

な
い
！
』　　

  

高
橋
う
ら
ら　

著

『
魔
法
の
庭
の
ピ
ア
ノ
レ
ッ
ス
ン
』

　
　
　
　

あ
ん
び
る
や
す
こ　

著

『
気
が
つ
け
ば
カ
ラ
ス
』

　
　
　
　

き
む
ら
ゆ
う
い
ち　

著

『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
ダ
ブ
ル
１
』

『
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
Ｗ
ひ
み
つ
超
百

科
』　　
　
　
　
　

  

講
談
社　

著

『
で
こ
ぼ
こ
フ
レ
ン
ズ
』

　
　
　
　
　
　
　

木
村
光
雄　

著

『
再
会
』　　
　
　
　

重
松
清　

著

『
ま
ほ
ろ
駅
前
番
外
地
』

三
浦
し
を
ん　

著

「
ア
フ
リ
カ
の
日
々
」

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
デ
ィ
ネ
ー
セ
ン　

著

と
き　

２
月
10
日
㈬
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　
川
島
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
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よ
そ
見
な
し　

少
し
の
油
断
が　

事
故
に
な
る

原
井　

杏
理
（
山
川
中
学
校
３
年
）

《
交
通
安
全
標
語
優
秀
作
》

ピ
ア
ノ
の
音

鴨
島
小
学
校　

手
束　

文
香

ピ
ア
ノ
は
ふ
し
ぎ

強
く
ひ
く
と　

大
き
な
音

や
さ
し
く
ひ
く
と　

き
れ
い
な
音

わ
た
し
が
い
っ
し
ょ
に
歌
う
と　

歌
っ
て
る

ピ
ア
ノ
は
ふ
し
ぎ

わ
た
し
が
う
れ
し
い
と
き

明
る
い
音

わ
た
し
が
悲
し
い
と
き

重
た
い
音

わ
た
し
の
心
が　

ひ
び
く
よ
う

（「
ぶ
ん
げ
い
麻
植
」
第
４
号
よ
り
）

連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ

市
青
少
年
育
成
補
導
セ
ン
タ
ー

☎
㉕
６
６
２
０  

℻  
㉕
６
６
２
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tcu.or.jp/ikuse

icenter/

新
年

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

生
活
の
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う

「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

の
す
す
め
！

　

年
が
あ
ら
た
ま
る
と
、
気
持
ち

も
あ
ら
た
ま
っ
て
、
昨
日
と
は
違

う
自
分
、
去
年
と
は
違
う
自
分
に

な
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
が
わ
い
て

き
ま
す
。
そ
ん
な
新
た
な
気
持
ち

で
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

年
の
は
じ
め
に
あ
た
り
、
児
童

平成21年12月１日現在

市民のうごき
　　　住民基本台帳（前月比）　外国人登録（前月比）
　計　　45,376人　 （－ 20）
　男　　21,479人　 （－ 19）
　女　　23,897人　 （－  1）
世帯数　17,377世帯 （＋ 11）
※ 65歳以上人口
　　　計 13,018人　男 5,303人　女 7,715人

368人 （－  6）
46人 （　  0）
322人 （－  6）

348世帯 （－  7）

※
累
計
は
平
成
21
年
１
月
か
ら
の
も
の

市
内
で
の
火
災
・
救
急
出
動

火　　災
10
月 0件

累
計 3件

救急出動
10
月112件

累
計1248件

〈人  権  相  談〉
１月14日㈭ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
１月19日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室
１月26日㈫ 13：30～16：00 山川庁舎講堂
２月12日㈮ 13：30～16：00 飯尾敷地コミュニティセンター
２月16日㈫ 13：30～16：00 川島庁舎人権擁護委員事務室

〈行  政  相  談〉
１月14日㈭ ９：00～12：00 市役所 1階相談室
２月１日㈪ 10：00～12：00 山川庁舎 101会議室
２月２日㈫ 13：00～16：00 川島公民館会議室
２月18日㈭ ９：00～12：00 市役所 1階相談室
２月18日㈭ 13：00～16：00 美郷庁舎２階会議室

〈司法書士会による無料法律相談〉
１月15日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室
２月19日㈮ 10：00～12：00 市役所１階相談室

今
月
の
税
・
保
険
料

国
民
健
康
保
険
税　

第
６
期

介
護
保
険
料　
　
　

第
４
期

納
期
限 　
　

    

2
月
1
日
㈪

生
徒
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
充
実
し

た
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

生
活
習
慣
は
、子
ど
も
の
学
力
・

体
力
・
気
力
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
の
中
で

も
、
も
っ
と
も
基
本
的
な
も
の
は
、

「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
で
す
。

　

夜
早
く
寝
て
、
朝
早
く
起
き
、

し
っ
か
り
と
ご
は
ん
を
食
べ
、
元

気
に
一
日
を
過
ご
す
。

　
「
早
寝
早
起
き
朝
ご
は
ん
」
で
、

よ
い
生
活
リ
ズ
ム
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。

　

こ
ん
な
リ
ズ
ム
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
。

　

お
子
さ
ん
は
、
き
ち
ん
と
朝
ご

は
ん
を
食
べ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

育
ち
盛
り
の
子
ど
も
が
朝
食
を

と
ら
ず
に
登
校
す
る
と
、
授
業
に

集
中
で
き
な
か
っ
た
り
、
イ
ラ
イ

ラ
し
て
キ
レ
や
す
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。

　

朝
ご
は
ん
を
き
ち
ん
と
食
べ
る

た
め
に
は
、
ま
ず
、
早
く
寝
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
夜
ふ
か
し
が
習

慣
に
な
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
は
、

保
護
者
の
方
が
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
、
早
く
寝
ら
れ
る
生
活
習
慣
に

変
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

早起き

体調良好
学力向上
体力向上

イライラ感減少

朝ごはん早　寝

体力向上・元気に運動

夜ふかし朝ごはんを食
べると体温が
上がり始め、
脳が活動を
　始めます。

早寝で朝はすっ
きり。生活のリ
ズムはしっかり
とした睡眠から
つくられます。

朝食パワーで
集中力・体力・
気力アップ。
集中して授業に
取り組めます。

⬇

⬇

⬇

睡眠不足

朝起きられない

時間がないので　　
朝食が食べられない

保
護
者
の
皆
さ
ん
へ






